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を
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。
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平
成
21
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

支
援
制
度
。
歴
史
・
文
化
や
景
観
な
ど
地
域
が
持
つ
資

源
や
創
意
に
富
ん
だ
知
恵
を
活
か
し
、「
河
川
空
間
」

と
「
ま
ち
空
間
」
が
融
合
し
た
空
間
を
形
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
を
図
る
制
度
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
１
９
１
か
所
が
登
録
さ
れ
、

今
回
、
本
市
の
２
つ
の
河
川
を
含
む
22
か
所
が
新
規

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
九
州
地
方
整
備
局
の
竹た
け
し
ま島

睦
ま
こ
と

河
川
部
長

が
首
藤
市
長
に
登
録
証
を
手
渡
し
、「
計
画
に
沿
っ
て
、

ま
ち
と
の
一
体
感
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
周
囲
の

景
観
に
マ
ッ
チ
し
た
整
備
を
進
め
、
地
域
の
活
力
を

生
み
出
す
取
り
組
み
を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
首
藤
市
長
は
「
２
つ
の
計
画
が
同
時
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
両
河
川
を
含
め
た
一
体

的
な
水
辺
空
間
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
新
た
な
賑
わ
い

の
創
出
に
つ
な
が
り
、
竹
田
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く

り
が
期
待
で
き
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
後
、
県
と
市
、
地
域
住
民
で
計
画
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
河
川
管
理
者
の
県

が
国
の
補
助
を
受
け
て
水
辺
や
周
遊
ル
ー
ト
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

 

芹
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り

一
級
河
川
大
分
川
水
系
「
芹
川
」
が
中
心
部
を
流

れ
る
長
湯
温
泉
で
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
「
長
湯
地

区
街
並
み
環
境
整
備
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
湯
治

場
と
し
て
の
長
湯
温
泉
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

集
客
を
増
や
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、

計
画
で
は
既
存
の
温
泉
施
設
と
温
泉
利
用
型
健
康
増

↑九州地方整備局の竹島睦河川部長（左）から首藤市長に玉来川と芹川の
２つの河川の「かわまちづくり」登録証が伝達されました

“かわ×まち”で
次世代に繋ぐ
        まちづくり

玉来川と芹川が「かわまちづくり」支援制度に登録

国土交通省が進める、水辺を活かした地域の賑わい創出を

目指す取り組み「かわまちづくり」支援制度に、本市を流れる

玉来川と芹川の２つの河川計画の登録が決まり、３月13日、

竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉で登録証の伝達式

が行われました。

■ 芹川かわまちづくり

計画区間　　　周遊ルート

主な温泉・宿泊施設

県道・市道

御前湯御前湯

道の駅
ながゆ温泉

道の駅
ながゆ温泉

長湯温泉街長湯温泉街

ガニ湯ガニ湯

クアハウスクアハウス

凡例

炭酸泉まつり炭酸泉まつり

こいのぼりとガニ湯こいのぼりとガニ湯

クアハウス完成予想図クアハウス完成予想図

整備イメージ整備イメージ

川遊び川遊び
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今月の目次  Lineup

広報

４月号

人　口　21,763　人

男　性　10,178　人

女　性　11,585　人

世帯数　10,229 世帯

  ※平成31年３月１日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（ － 61 人 ）

（ － 20 人 ）

（ － 41 人 ）

（－ 37 世帯）

人口のうごき

“かわ×まち”で次世代に繋ぐまちづくり

完成に向け、工事本格化 など

ななつ星が結んだ絆 ほか

平成31年度の予算をお知らせします

竹田市直入B&G海洋センター体育館が

リニューアル など

平成最後の名水路を駆ける など

「タップ×短歌」異色のコラボ実現 ほか

グランツたけたイベント情報

学び舎／まるごと博物館

休日・夜間の在宅当番医院／出張！えが

おの子育て小児科

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

「一票が築く明日の大分県」／たけたん

新電力

４月１日より組織機構が変わります／ふ

るさと求人情報 ほか

平成31年度竹田市人事異動

監査公表

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

入山公墓の修復が完了／人権シリーズ

「ぬくもり」／誕生おめでとう

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！

100歳
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■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

大地を焦がす「野焼き」

春先の草の枯れた草原に火

を入れることで、病害虫を駆

除するとともに、新芽の発育

を促す「野焼き」が、久住町

の沢
そう

水
み

キャンプ場周辺で行

われました。関係者が枯れ

たカヤに火をつけると、バチ

バチと音を立てながら燃え

広がり、草地は一面真っ黒の

大地に。４月に入ると新芽が

顔を出し始め、一面が緑色

のじゅうたんに覆われていき

ます。

進
施
設
「
長
湯
温
泉
ク
ア
ハ
ウ
ス
」
を
巡
る
周
遊
ル
ー

ト
や
親
水
性
を
高
め
る
河
川
の
整
備
を
行
い
、
併
せ

て
街
路
灯
や
案
内
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
河
川
空
間

を
活
か
し
た
観
光
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

 

玉
来
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り

一
級
河
川
大
野
川
水
系
「
玉
来
川
」
で
は
、
平
成
24

年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
文
化
芸
能
の
中
心
的
役
割

を
担
っ
て
き
た
竹
田
市
文
化
会
館
が
被
災
。
昨
年
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル〈
グ

ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
や
児
童
公
園
「
竹
の
子
ひ
ろ
ば
」
な

ど
の
施
設
の
整
備
を
行
い
、
市
内
外
か
ら
の
観
光
客
の

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

計
画
で
は
、
玉
来
川
の
新
河
道
と
旧
河
道
に
囲
ま

れ
た
特
性
を
活
か
し
、
各
施
設
と
河
川
空
間
が
一
体

的
に
利
用
で
き
る
空
間
と
な
る
よ
う
に
河
川
を
整
備
。

ベ
ン
チ
等
の
休
憩
設
備
や
自
然
体
験
の
場
を
設
置
し
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の
魅
力
向

上
を
図
り
ま
す
。

■ 玉来川かわまちづくり

凡例：　　　 計画区間　　　周遊ルート　　　県道・市道

←
玉

来
川

←
玉

来
川

竹の子ひろば竹の子ひろば

総合文化ホール
〈グランツたけた〉
総合文化ホール
〈グランツたけた〉

↑㊤㊦完成イメージ図↑総合文化ホール〈グランツたけた〉前でのマルシェ

↑児童公園「竹の子ひろば」
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“かわ×まち”で次世代に繋ぐまちづくり



新たな地域の宝物

２
月
26
日
の
官
報
に
「
竹
田
市
神

原
の
大
野
川
水
系
イ
ワ
メ
生
息
地
」

の
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
天
然
記
念

物
指
定
の
告
示
が
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ワ
メ
の
生
息
地
は
国
内
に
数

か
所
し
か
な
く
、
大
野
川
水
系
神

原
川
流
域
の
指
定
区
域
で
は
、
国
内

で
唯
一
、
イ
ワ
メ
だ
け
が
５
０
０
～

１
０
０
０
個
体
生
息
し
て
い
る
と
さ

れ
、「
遺
伝
学

的
、
生
態
学

的
に
貴
重
な

イ
ワ
メ
が
、

安
定
的
に
生

息
す
る
重
要

な
生
息
地
」

と
し
て
、
一

層
の
保
護
を

図
る
べ
き
と

判
断
さ
れ
ま

し
た
。

祖
母
山
系

一
級
河
川
大
野
川
水
系
玉
来
川
で

建
設
が
進
む
玉
来
ダ
ム
。
ダ
ム
の
基

礎
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
記
念
す

る
と
と
も
に
、
今
後
本
格
化
す
る
工

事
に
際
し
、
堤
体
に
礎
石
を
据
え
、

ダ
ム
の
永
久
堅
固
と
安
泰
を
祈
願
す

る
「
定
礎
式
」
が
３
月
16
日
、
竹
田
市

志
土
知
・
川
床
の
同
ダ
ム
建
設
現
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
２
年
に
本
市
を
襲
っ
た
水

害
を
き
っ
か
け
に
、
翌
年
、
稲
葉
ダ

ム
と
玉
来
ダ
ム
を
建
設
す
る
竹
田

水
害
緊
急
治
水
ダ
ム
建
設
事
業
が

採
択
。
平
成
22
年
に
稲
葉
ダ
ム
が
完

成
、
県
が
総
事
業
費
約
２
４
０
億
円

を
か
け
て
建
設
を
進
め
て
い
る
玉
来

ダ
ム
は
、
平
成
29
年
に
ダ
ム
の
本
体

工
事
に
着
手
し
、
昨
年
10
月
か
ら
は

堤
体
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
始
め

て
い
ま
す
。

国
や
県
、
市
の
関
係
者
、
地
元
自

治
会
や
工
事
関
係
者
な
ど
約
１
２
０

人
が
出
席
し
た
式
で
は
、
広
瀬
勝
貞

県
知
事
が
「
地
域
の
発
展
と
繁
栄
に

寄
与
す
る
こ
と
を
期
し
て
、
こ
こ
に

揺
る
ぎ
な
き
永
世
不
朽
の
定
礎
を
鎮

定
す
る
」
と
定
礎
宣
言
。
礎
石
と
ダ

ム
を
一
体
に
す
る
「
埋
納
の
儀
」
に
よ

り
、
据
え
ら
れ
た
礎
石
周
辺
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
ま
し
た
。

定
礎
式
の
あ
と
、
竹
田
市
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
定
礎
式
典
・
祝

賀
会
で
は
、
広
瀬
知
事
が
「
地
権
者

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
異
例
の
早
さ

で
定
礎
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
悲
願
と
も
い

え
る
ダ
ム
の
建
設
が
、
水
害
に
対
す

る
安
全
安
心
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

観
光
や
農
業
を
始
め
と
す
る
基
幹
産

業
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
。
一
日
も
早
く
治
水
効
果

が
発
揮
で
き
る
よ
う
着
実
に
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

竹
田
水
害
緊
急
治
水
ダ
ム
建
設
促

進
委
員
会
の
丹た
ん

統と
う
じ司

会
長
は
「
建
設

に
向
け
て
国
へ
の
要
望
活
動
を
重
ね
、

つ
い
に
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
大
変
嬉
し
い
」
と
目
に
涙
を

浮
か
べ
、「
玉
来
川
流
域
の
住
民
の
安

全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
一

日
も
早
い
完
成
を
願
う
ば
か
り
」
と

話
し
ま
し
た
。

玉
来
ダ
ム
は
２
０
２
２
年
度
の
竣

工
を
め
ざ
し
、
今
後
、
ダ
ム
本
体
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
や
周
辺
環
境
整

備
が
進
め
ら
れ
、
工
事
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。

の
天
然
記
念
物
は
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

（
１
９
３
４
年
に
国
の
天
然
記
念
物
、

１
９
５
５
年
に
国
の
特
別
天
然
記
念

物
）、
ヤ
マ
ネ（
１
９
７
５
年
に
国
の

天
然
記
念
物
）に
続
き
、３
件
目
。

指
定
を
受
け
、
祖
母
山
麓
自
然
・
人

共
生
空
間
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
生
息
地

保
護
を
目
的
と
し
た
看
板
を
指
定
区

域
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
工
藤
桂け
い
た太

会

長
は
「
地
域
に
新
た
な
宝
物
が
で
き

た
。
今
後
も
保
護
活
動
を
進
め
る
と

と
も
に
、
イ
ワ
メ
の
映
像
を
流
し
、
そ

の
生
態
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み

や
親
子
を
対
象
と
し
た
「
自
然
観
察

会
」
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
げ
た
い
」と
力
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

玉
来
ダ
ム
定
礎
式

完
成
に
向
け
、工
事
本
格
化
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完成に向け、工事本格化 など

↑国の天然記念物指定を喜ぶ地区の皆さん

↑据えられた礎石周辺にコンクリートを流し込み、礎石とダムを一体にする「埋納の儀」

↑モルタルを礎石の基礎に入れ、礎石を固める「鎮定の儀」を行
う関係者

↑国の天然記念物に指定された大野川水系神原川流域のイワメ

↑→
イワメの保護を注意喚起する看板
を神原川流域に設置する祖母山麓
自然・人共生空間整備プロジェク
ト実行委員会のメンバー



九
州
各
地
の
観
光
地
を
周
遊
す

る
Ｊ
Ｒ
九
州
の
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「
な
な
つ
星
in
九
州
」。
こ
の
豪
華
寝

台
列
車
の
乗
客
を
対
象
に
し
た
「
城

下
町
竹
田
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
」

が
終
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
３
月
13

日
、
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
市
内
の
協
力
団

体
に
「
感
謝
の
盾
」
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。昨

年
３
月
21
日
か
ら
催
行
さ
れ

た
こ
の
ツ
ア
ー
。
市
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
る
城
下

町
散
策
や
、
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た

う
会
の
会
員
に
よ
る
「
荒
城
の
月
」

や
「
花
」
な
ど
の
歌
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

が
魅
力
の
約
１
時
間
の
ツ
ア
ー
で
す
。

平
成
28
年
４
月
８
日
に
初
め
て

ツ
ア
ー
客
を
受
け
入
れ
た
そ
の
数

日
後
、
熊
本
・
大
分
を
襲
っ
た
地
震

に
よ
り
、
豊
肥
本
線
が
被
害
を
受
け

ル
ー
ト
を
変
更
。
昨
年
３
月
に
豊
肥

本
線
ル
ー
ト
が
復
活
し
本
市
へ
の
ツ

ア
ー
が
再
開
さ
れ
、
今
年
３
月
６
日

ま
で
に
44
回
、
延
べ
６
７
０
人
の
乗

客
が
歴
史
文
化
薫
る
城
下
町
を
散

策
し
ま
し
た
。

市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
た
式

に
は
関
係
者
約
20
人
が
出
席
。
市
観

光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
や
市
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
な
ど
の
関
係
団

体
を
代
表
し
て
首
藤
市
長
に
、
ま
た
、

瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た
う
会
の
上

島
冨
士
子
会
長
に
九
州
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
上
席
執
行
役
員
の
福
永

嘉ひ
ろ
ゆ
き之

・
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
本
部
長

か
ら
「
感
謝
の
盾
」
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

福
永
本
部
長
は
「
お
も
て
な
し
に

感
動
し
て
涙
を
流
す
乗
客
も
お
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
て
も
述
べ
足
り
な
い
く
ら
い
。

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
絆
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
今
後
も
な
な
つ
星
の
旅

を
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
あ

い
さ
つ
。
上
島
会
長
は
「
瀧
廉
太
郎

記
念
館
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
廉
太
郎
先
生
の
歌
を
一

緒
に
歌
う
こ
と
が
で
き
て
、
会
員
一

同
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ななつ星が結んだ絆

原木しいたけやワサビ、栗など、森のめぐみ（特用林産物）の

需要拡大を目的に、特用林産物を活用した新規の飲食メニュ

ーや加工商品の中から優れた商品を表彰する林野庁主催の「森

のめぐみプロジェクト 新メニュー・新商品コンテスト」。この

コンテストで、明治10年創業の椎茸問屋、姫野一郎商店（姫野

武
たけとし

俊社長）の「もりもり食べる『山のだし茶漬け』セットＤ-パ

ワー」が大賞に輝きました。

１次選考を通過した17商品を林学・農学博士や料理人など

５人の審査員が、コンセプトや味・見た目、産地への貢献度な

ど10項目で審査。同商品は「現代社会のニーズ（手軽さ、健康、

味わい）に森のめぐみの特徴をうまく活かし、国産の特用林産

物の需要増に寄与できる」として、高い評価を受けました。

「奄美の郷土料理『鶏
けい

飯
はん

』の味に感動し、しいたけで『椎飯』を

作ってみたいと思ったのが新商品開発のきっかけ」と話す姫野

社長。開発に携わった髙原公
こうせい

誠専務は「長年の佃煮技術を応用

した、乾しいたけやたけのこ、ふき、山椒の旨味がギュッと凝縮

されたお茶漬けで、食感や香りも豊か。栄養価も抜群で、乾し

いたけに豊富に含まれるビタミンＤはカルシウムの吸収を助け、

免疫機能を高めてくれる」と話し、「ご飯に具材をのせ、出汁を

かけるだけで手軽に食べられる。忙しい生活を送っている方、

食欲のない方、また〆の一杯として多くの方に食べていただき

たい」

商品は１袋２食入りで税別600円。同社や市内の道の駅など

で取り扱っています。

お問い合わせは、姫野一郎商店（☎0974‒63‒2853）まで。

森のめぐみプロジェクト

新メニュー・新商品コンテスト

姫野一郎商店の

新商品が
大賞を受賞

国
内
に
お
け
る
「
名
月
」
が
魅
せ

る
景
観
美
の
発
掘
と
観
光
資
源
化

を
目
指
す
「
日
本
百
名
月
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。（
一
社
）夜
景
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー（
東
京
都
）主

催
の
「
第
４
回
全
国
名
月
サ
ミ
ッ
ト
」

で
、
約
１
０
０
か
所
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト

か
ら
、「
岡
城
・
荒
城
の
月
」
を
含
む

10
か
所
が
新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
瀧
廉
太
郎
『
荒
城
の
月
』
の
舞
台
。

趣
味
人
で
あ
っ
た
藩
主
は
月
の
な
い

夜
も
月
見
の
宴
を
楽
し
ん
だ
」
と
評

価
。
岡
城
に
浮
か
ぶ
名
月
を
愛
で
、

安
全
に
楽
し
め
る
鑑
賞
イ
ベ
ン
ト

「
お
月
見
の
会
」
を
開
催
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
選
考
理
由
に
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

岡
城
・
荒
城
の
月
が

日
本
百
名
月
に
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ななつ星が結んだ絆 ほか

↑温かいおもてなしの心で「ななつ星」の乗客をお迎えした協力団体の皆さん

↑瀧廉太郎記念館を訪れたななつ星の乗客に、サプライズで歌をプレゼ
ントする瀧廉太郎の歌をうたう会の会員

↑大賞受賞を喜ぶ姫野武俊社長（右）と
髙原公誠専務

↑市民有志でつくる「岡城・歴史まちづくりの会」
が開いている「お月見の会」



一般会計予算総額 197億 6,720万円

  平成31年度の予算をお知らせします

竹田市議会第１回定例会で、平成31年度の予算が議決されました。

歴史・文化の継承と、安心・安全な生活を守るまちづくりの推進、過疎・少子高齢化対策の推進、地域資源

を活かした産業振興の推進、定住促進施策の充実など８つの基本方針に基づき予算編成を行いました。

■歳出（目的別）

議 会 費 1億6,627万円 議員報酬など議会の運営に要する経費 土 木 費 12億5,084万円 道路や河川、市営住宅の整備などに要する経費

総 務 費 31億8,802万円 職員や各種委員の人件費など管理事務に要する経費 消 防 費 7億　663万円 消防団の運営費などの消防活動に要する経費

民 生 費 55億4,618万円 医療費の助成など社会福祉向上に要する経費 教 育 費 23億1,724万円 学校施設の整備や文化・スポーツ振興などに要する経費

衛 生 費 10億6,379万円 保健活動やごみ・し尿処理などに要する経費 災害復旧費 3億8,708万円 農地・市道・河川などの災害復旧に要する経費

労 働 費 1,632万円 雇用対策などに要する経費 公 債 費 18億6,820万円 市が借り入れたお金の返済金に要する経費

農林水産業費 25億9,836万円 ほ場整備など農業や林業の振興に要する経費 予 備 費 2,000万円

商 工 費 6億3,827万円 商工・観光の振興などに要する経費

人件費
36億9,185万円
18.7％

市税
18億9,661万円
9.6％

繰入金
19億3,604万円
9.8％

分担金及び負担金
2億6,799万円
1.4％

使用料及び手数料
4億4,741万円
2.2％

財産収入等
6億957万円
3.1％

地方交付税
71億円
35.9％

国庫支出金
21億5,918万円
10.9％

県支出金
24億2,956万円
12.3％

市債
21億4,930万円
10.9％

地方譲与税
2億7,838万円
1.4％

地方消費税交付金
4億3,378万円
2.2％

自主財源
26.1％

依存財源
73.9％

その他依存財源
5,938万円
0.3％

扶助費
25億5,696万円
12.9％

公債費
18億6,821万円
9.5％

普通建設事業費
37億3,980万円
18.9％

災害復旧事業費
3億8,708万円
2.0％

物件費
37億5,573万円
19.0％

維持補修費
1億4,120万円
0.7％

補助費等
16億496万円
8.1％

繰出金
19億741万円
9.6％

積立金
9,400万円
0.5％

予備費
2,000万円
0.1％

義務的経費
41.1％

投資的経費
20.9％

その他経費
38.0％

歳 出 歳 入
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平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
、
歴
史

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）
等
の

城
下
町
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
、

小
中
学
校
空
調
整
備
な
ど
、
総
額

１
９
７
億
６
７
２
０
万
円
で
、
前
年

度
比
８·

４
％
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
歳
入
で
は
、
市
税
が
固
定
資

産
税
の
増
収
を
見
込
み
、
前
年
度

比
１
０
５
６
万
円
の
増
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交

付
税
の
一
本
算
定
に
向
け
た
段
階

的
な
縮
減
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

5
億
円
減
額
の
71
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
減
額
等
で
、

前
年
度
比
2
億
７
７
７
０
万
円
減

の
21
億
５
９
１
８
万
円
、
県
支
出
金

は
、
農
地
や
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
事
業
補
助
金
等
の
減
額
に
よ
り
前

年
度
比
4
億
９
４
６
９
万
円
減
の

24
億
２
９
５
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
る
社

会
保
障
費
や
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
維
持
補
修
費
の
増
大
な
ど
、
本
市

の
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
公

共
施
設
の
適
正
な
管
理
等
に
よ
り
、

後
年
度
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

問
財
政
課　

☎
63-

１
１
１
１（
内
線

２
３
１
・
２
３
２
）

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
当
初
予
算

の
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 予算編成の基本方針

○歴史・文化の継承と、安心・安全な生活を

　守るまちづくりの推進

○過疎・少子高齢化対策施策の推進

○地域資源を活かした産業振興の推進

○公共施設の長寿命化と総量削減の推進

○自治体経営力を高める歳入確保対策

○地方創生推進に向けた課題の解決

○会計年度任用職員制度に向けた取り組み

○定住促進施策の充実 18年度17年度

70.464.7 68.4 65.9 69.4
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79.1
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（見込）



  平成31年度の主な事業

　 総務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

●地域おこし協力隊推進事業.................1億7,487万円
（特別交付税措置）　

●まちづくり支援事業............................1億8,019万円
（寄附金：1億8,019万円）　

　ふるさと納税に関する内容充実やまちづくりに取り組む

　市民を支援

〇「天空の展望公園」整備事業................2億1,176万円
（県費：8,800万円　地方債：7,000万円　　

基金：5,000万円　一般財源：376万円）　

◆定住促進住宅取得補助金..........................1,500万円
（基金：1,500万円）　

　45歳未満の方が市内で住宅を取得した場合に助成

　 民生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

〇放課後児童クラブ建設事業.......................7,862万円
（国費：1,948万円　県費：333万円　地方債：5,140万円　　

基金：200万円　一般財源：241万円）　

〇認定こども園整備事業........................2億5,000万円
（国費：1億480万円　県費：5,013万円　地方債：9,020万円　　

基金：400万円　一般財源：87万円）　

　 衛生費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

◆健康増進施設関係事業................................. 719万円
（一般財源：719万円）　

　温泉利用型健康増進施設を活用した健康づくり

　 土木費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

〇社会資本整備総合交付金事業.............4億7,484万円
（国費 ：2億5,788万円　県費：409万円　　

地方債：1億3,350万円　一般財源：7,937万円）　

　道路改良・維持、街なみ環境整備事業等

〇玉来ダム建設事業推進費..........................5,662万円
（地方債：2,000万円　一般財源：3,662万円）　

　 消防費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

●消防施設整備事業..................................1億839万円
（地方債：9,850万円　一般財源：989万円）　

　救急自動車及び消防団車輌の更新、消防団詰所整備、防火水

　槽の新設等

　 商工費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

〇街なか交流施設整備事業....................2億4,345万円
（国費：8,260万円　基金：2,700万円　　

地方債：1億3,280万円　一般財源：105万円）　

　 農林業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

〇活力あふれる園芸産地整備事業..........1億2,382万円
（国費：3,625万円　県費：5,085万円　一般財源：3,672万円）　

　ハウスや機械の導入等に係る助成

〇担い手対策費.............................................3,233万円
（県費：675万円　地方債：2,140万円　一般財源：418万円）　

　経営の不安定な就農初期段階の親元就農者に対する助成

　農業大学校生への助成等

〇有害鳥獣被害防止対策事業.......................5,953万円
（県費：3,939万円　地方債：1,410万円　一般財源：604万円）　

　イノシシ、シカなどの野生鳥獣による農林業被害防止のた

　めの支援

〇特用林産物生産振興事業..........................4,038万円
（県費：2,212万円　地方債：950万円　一般財源：876万円）　

　椎茸生産施設等整備に係る助成等

〇肉用牛大規模経営体育成事業...................2,526万円
（県費：1,384万円　一般財源：1,142万円）　

　肉用牛生産規模を拡大する農家の施設整備、機械整備への

　助成

●県営土地改良事業負担金....................3億8,796万円
（地方債：2億860万円　その他：7,035万円　　

一般財源：1億901万円）　

　農業施設の近代化や農地の集約化

〇多面的機能支払交付金事業.................2億7,940万円
（県費：2億1,072万円　一般財源：6,868万円）　

　農業・農村の地域活動や営農の継続等に対する支援

〇中山間地域等直接支払交付金事業......5億1,996万円
（県費：3億8,683万円　一般財源：1億3,313万円）　

　農業生産条件の不利を補正するため、生産活動を維持する

　活動を支援

　 教育費　　　　  　　　　　　　　　　　 　　　  

〇歴史文化交流センター（仮称）建設事業........9億587万円
（国費：1億4,792万円　基金：1億8,800万円　　

地方債：5億5,660万円　一般財源：1,335万円）　

●岡本分館建設事業.....................................6,904万円
（地方債：6,550万円　基金：354万円）　

〇小中学校施設整備事業
.......................................5億1,273万円（繰越予算含む）

（国費：1億840万円　地方債：3億7,250万円　　

一般財源：3,183万円）　

　市内小中学校空調設置

〇史跡岡城跡保存活用計画策定事業...............560万円
（国費：280万円　一般財源：280万円）　

◆は新規の市単独事業　●は市単独事業　〇は国県等の財源を活

用しています。（　）内は事業費の財源内訳を記載しています。

■特別会計

■水道事業会計

会　計　名 当初予算額 会　計　名 当初予算額

竹田市立 こ ど も 診療所特別会計 9,000万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億1,600万円

長 湯 温 泉 療 養 文 化 館 特 別 会 計 5,390万円 農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 9,834万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 35億7,550万円 浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 特 別 会 計 2億3,117万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億8,242万円 国民宿舎久住高原荘事業特別会計 2億9,276万円

介 護 保 険 特 別 会 計 35億1,545万円

区　　分 当初予算額 区　　分 当初予算額

収益的収入（水道料金など） 1億7,791万円 資本的収入（工事負担金など） 1,546万円

収益的支出（水道水供給費用） 1億7,660万円 資本的支出（建設改良費･償還金） 8,184万円
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平成31年度の予算をお知らせします



竹田市は、大分市、別府市、臼杵市、津久見市、豊後

大野市、由布市、日出町の６市１町とスポーツ施設等

の公の施設の相互利用を進めるためにシステムを導

入しました。

システムは竹田市公式ホームページの「おおいた

公共施設案内・予約システム」のバナーから利用でき、

各市町の施設案内や空き状況をインターネットで閲

覧できます。

事前に利用者登録をしていただくことでインター

ネットから他市町の利用申込予約ができる施設もあ

ります。利用者登録を希望される方は、生涯学習課及

び荻・久住・直入の各公民館窓口で申し込みをお願い

します。

なお、竹田市のスポーツ施設等の予約は、従来どお

り変更はありません。詳しくは生涯学習課へお問い

合わせください。

問生涯学習課　☎63‒4817

おおいた公共施設案内・予約システム
を導入しました！

↑優勝を飾ったふり〜だむチーム。２位に
はPink Pumpkin A チーム、３位にはワン
ダフルチームが入りました

↑段差を解消し、机や椅子、空調機器を設置す
るなど、誰もが気軽に交流できるようになっ
たロビースペース

↑ミーティングルームを増築し、トレーニングルームに。
体脂肪率や筋肉量を測定できる健康機器やトレーニ
ングマシンが並ぶ

↑激しいつばぜり合いを繰り広げる少年剣士たち

初
代
王
者
は

〝
ふ
り
〜
だ
む
〟チ
ー
ム

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業

体
育
館
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

竹
田
市
直
入

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー

剣
先
鋭
く
、

　
　

   

熱
戦
展
開

広報たけた平成 31 年４月号 8

竹田市直入B&G海洋センター体育館がリニューアル など

竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
の
改
修
工
事
が
終
了

し
、
３
月
24
日
、
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
市
と
公
益
財
団
法
人
ブ
ル
ー

シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財

団（
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
）は
、
地
域
資
源（
炭

酸
泉
）と
運
動
施
設（
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
と
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
図

る
た
め
、
昨
年
５
月
、
全
国
初
の
「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
関
す
る

モ
デ
ル
事
業
」
の
協
定
を
締
結
。
同

財
団
か
ら
３
千
万
円
の
助
成
を
受

け
て
体
育
館
の
改
修
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人

な
ど
誰
も
が
気
軽
に
集
え
、
世
代
を

超
え
て
交
流
で
き
る
施
設
と
す
る
た

め
、
床
の
張
り
替
え
や
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
等
に
よ
る
ロ
ビ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
機

能
強
化
▽
段
差
の
解
消
や
自
動
ド

ア
の
設
置
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
に

よ
る
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
▽
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
整
備
及
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
、
健
康
測
定
機

器
の
設
置
等
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
菅す
が
わ
ら原

悟さ
と
し志

理
事
長
が
「
地
域
活
性
化
の
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
で
き
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

地
域
資
源
の
温
泉
と
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
、
利
用
者
の
健
康
の
た
め
に

施
設
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

今
後
は
、
炭
酸
泉
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
認
証

委
員
会
の
認
証
を
受
け
た
健
康
増

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
、
市
民
へ

の
利
用
を
勧
め
る
と
と
も
に
、
合
宿

や
企
業
の
福
利
厚
生
に
よ
る
利
用

者
の
誘
致
を
図
り
な
が
ら
地
域
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

一
般
利
用
の
開
始
は
5
月
中
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

３
月
24
日
、
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、「
第
１

回
竹
田
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
20
チ
ー
ム
が
参
加
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
体
育
館
を
舞
台

に
、
優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

「
第
27
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
争

奪
直
入
少
年
剣
道
大
会
、
第
55
回
直

入
町
少
年
剣
道
大
会
」
が
３
月
17
日
、

竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
小
学
生
低
学
年
の

部
、
小
学
生
高
学
年
の
部
、
中
学
生
の

部
に
市
内
外
か
ら
23
団
体
、
２
２
０

人
が
参
加
。
市
内
か
ら
は
、
都
野
少

年
剣
道
ク
ラ
ブ
、
直
入
少
年
剣
道
ク

ラ
ブ
、
都
野
中
学
校
、
直
入
中
学
校

が
参
加
し
ま
し
た
。
少
年
剣
士
た
ち

は
優
勝
を
目
指
し
て
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
竹
刀
を
交
え
て
い
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
、
小
学
生
高
学
年
の

部
で
直
入
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
３
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。



↑雨の降る中、一斉にコースに駆け出す選手たち

↑沿道ではコースを駆け抜ける選
手たちに心のこもった温かいお
もてなし

↑「第20回九州高等学校10人制ラグビーフット
ボール大会」に出場した小澤雄仁さん

↑ギター演奏や舞踊、フラダンスなどのステージ
に来場者から温かい拍手が送られていました

↑音楽劇「とべないホタル」を披露した都野小学校の児童た
ち。人権問題について考える機会となりました

↑「JA 共済杯第25回日本リトルシニア全国選抜野球大
会」に出場した大分西南リトルシニアの（左から）野
仲泰地さん、大石武蔵さん、上島仁さん

↑フルマラソン全体のトッ
プでフィニッシュテープ
を切った白濱宏樹さん

平成最後の名水路を駆ける

輝いた竹田の星

九州・全国の舞台で

昨秋に行われた「第 11 回稲尾和久

メモリアル秋季大会（新人戦）」で、第

３位に輝いた大分西南リトルシニアの

大
おおいし

石武
む さ し

蔵さん（竹田南部中２年）、野
の な か

仲

泰
た い ち

地さん（同１年）、上
うえしま

島仁
じん

さん（竹田

中１年）が、３月 25 日から京都府京都

市のわかさスタジアム京都で開催され

た「ＪＡ共済杯第 25 回日本リトルシニ

ア全国選抜野球大会」に出場しました。

活
動
の
成
果
、
花
開
く

平
成
31
年
度

竹
田
市
高
齢
者
大
学
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

 

学
び
の
意
欲
、
一
生
涯
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平成最後の名水路を駆ける など

名
水
路
に
春
を
告
げ
る
「
第
32
回

岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
３

月
３
日
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
と
す
る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
大
会
に
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
キ
ロ
、
史
跡
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク
の
４
種
目
に
市
内
外
か
ら

１
４
２
１
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
冷
た

い
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

た
祖
母
・
傾
山
系
の
豊
か
な
自
然
が

織
り
な
す
「
名
水
の
里
」
を
駆
け
抜

け
る
選
手
た
ち
に
、
入
田
・
嫗
岳
・
宮

砥
地
区
の
皆
さ
ん
が
果
物
や
カ
ボ
ス

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
で
心
も
身
体
も
温
ま

る
お
も
て
な
し
。

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
全
体
の
１
位
に

輝
い
た
白し
ら
は
ま濱

宏ひ
ろ
き樹

さ
ん（
山
梨
県
）は

３
月
23
日
と
24
日
に
沖
縄
県
名
護

市
の
21
世
紀
の
森
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行

わ
れ
た
「
第
20
回
九
州
高
等
学
校
10

人
制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
、
竹
田
・
由
布
・
日
田
・
佐
伯
鶴
城
・

別
府
鶴
見
丘
合
同
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
竹
田
高
校
２
年
の
小お
ざ
わ澤

雄か
つ
ひ
と仁

さ

ん（
都
野
中
出
身
）が
出
場
。
小
澤
さ

ん
は
竹
田
高
校
唯
一
の
ラ
グ
ビ
ー
部

員
で
、
チ
ー
ム
で
は
ス
ク
ラ
ム
を
安

定
さ
せ
る
プ
ロ
ッ
プ
を
担
い
ま
し
た
。

３
月
９
日
、「
平
成
30
年
度
竹
田
市

生
涯
学
習
ま
つ
り
」
が
竹
田
市
総
合

文
化
ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉で

行
わ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
発
表
会
で
は
、
公
民
館

や
分
館
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
舞
踊

や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
18
団
体
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
生
花
や
書

道
、
能
面
な
ど
の
作
品
展
示
も
行
わ

れ
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
多
く
の

人
が
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
高
齢
者
大
学
の

閉
講
式
や
都
野
小
学
校
の
全
校
児
童

46
人
と
保
護
者
に
よ
る
音
楽
劇
「
と

べ
な
い
ホ
タ
ル
」
の
公
演
、「
住
み
慣

れ
た
竹
田
市
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
～
元
気
高
齢
者
が
地
域

を
創
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、四
国
医
療

産
業
研
究
所
の
櫃ひ
つ
も
と本

真し
ん
い
ち聿

さ
ん
に
よ

る
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
た
「
竹
田
市
高
齢
者
大
学
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
２
６
２
人
が
受
講

し
、
健
康
や
歴
史
文
化
、
人
権
に
関

す
る
教
養
を
深
め
ま
し
た
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

４
月
19
日
㈮

開
講
式　

５
月
17
日
㈮（
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
）

▪申
　

・
問
生
涯
学
習
課
☎
63-

４
８
１
７

荻
公
民
館　

☎
68-

２
０
２
５

久
住
公
民
館　

☎
76-

０
７
１
７

直
入
公
民
館　

☎
75-

２
２
４
０

「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
か
な
り
き
つ
か
っ

た
が
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま

で
応
援
し
て
く
れ
、
力
に
変
え
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
喜
び
の
声
を
寄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。



「
復
興
！
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た 

陸
上

自
衛
隊
西
部
方
面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
３
月
２
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た〈
廉
太
郎
ホ
ー
ル
〉で
行
わ
れ
ま
し

た
。市

民
の
舞
台
公
演
の
発
案
、
企

画
を
支
援
す
る
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

“
市
民
企
画
”応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
受
け
た
同
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
市
民
ら
約

７
０
０
人
が
来
場
。

竹
田
高
校
器
楽
部
出
身
の
伊
東

札さ
つ
き記

隊
長
の
指
揮
に
よ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
の
テ
ー
マ
曲
や
日
本
民
謡

組
曲
「
わ
ら
べ
唄
」、
そ
し
て
竹
田
高

校
器
楽
部
と
の
共
演
な
ど
、
多
彩
な

曲
目
と
迫
力
の
あ
る
演
奏
で
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

異
色
の
コ
ラ
ボ
実
現

↑第８回荒城の月短歌大会の受賞者の皆さん

↑短歌を詠む川野里子さんとタップのリズムを刻む
古庄里好さん

↑キリシタンにちなんだ歌を披露する長
崎大学教育学部附属中学校合唱団の皆
さん

↑「Hey! Say! SWING!」をテーマに、美しい響きで会場に笑顔を
届けた竹田高校器楽部の皆さん

ほとばしる若き情熱

豊
か
な
音
色
に
う
っ
と
り

キ
リ
シ
タ
ン
で
つ
な
が
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
♬

大分県竹田高等学校器楽部による「第50回

定期演奏会」が３月24日、竹田市総合文化ホー

ル〈グランツたけた〉で開催されました。

同部は昨年７月に行われた第55回大分県吹

奏楽コンクールで９年ぶりとなる金賞を受賞。

この日はその受賞曲「ウインドオーケストラの

ためのマインドスケープ」や交響曲第１番「アー

クエンジェルズ」などのクラシックな曲からポッ

プな曲まで全11曲を披露。若き情熱がほとば

しる演奏に、会場から惜しみない拍手が送ら

れていました。

「
タ
ッ
プ
×

短
歌
」 
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「タップ×短歌」異色のコラボ実現 ほか

↑歌やクラリネットのソロ演奏などもあり、
来場者はその美しい音色にうっとりしてい
ました

自
由
題
と
題
詠
「
花
」
を
テ
ー
マ

に
作
品
を
募
集
し
た
「
第
８
回
荒
城

の
月
短
歌
大
会
」。
前
回
の
３
３
３
８

首
を
大
き
く
上
回
る
６
１
３
０
首
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
58
首
の
入

選
者
の
表
彰
式
が
３
月
16
日
、
竹
田

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
〉で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
M
V
P
に
贈
ら
れ
る
「
角

川
『
短
歌
』
編
集
部
賞
」
に
は
、
大
分

県
大
分
市
の
金か
な
ざ
わ澤

諒り
ょ
う
か
ん和

さ
ん（
47
歳
）

の
作
品
「
ヒ
ロ
シ
マ
は
夾
竹
桃
が
盛

り
で
す
そ
ち
ら
に
花
は
咲
い
て
ゐ
ま

す
か
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

俳
句
が
専
門
で
、
短
歌
は
始
め
て

４
年
半
に
な
る
と
い
う
金
澤
さ
ん
。

小
学
校
の
教
師
を
さ
れ
、
俳
句
を
子

ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
る
そ
う
で
、

「
佳
作
を
２
回
受
賞
し
た
が
、
最
優

秀
賞
を
獲
得
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
原
爆
資
料
館
で
強
い
衝
撃

を
受
け
詠
ん
だ
こ
の
一
首
や
平
和

や
戦
争
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
通

じ
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
川
野
里
子
さ
ん
と
本

市
出
身
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
、
古
庄

里の
り
た
か好

さ
ん
に
よ
る
「
タ
ッ
プ
×
短
歌
」

の
異
色
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実

現
。
川
野
さ
ん
は
人
間
の
愛
し
さ
を

テ
ー
マ
に
詠
ん
だ
作
品
や
今
大
会
の

題
詠
「
花
」
に
ち
な
ん
だ
一
首
を
即
興

で
詠
む
と
、
タ
ッ
プ
の
奏
で
る
リ
ズ

ム
や
音
が
、
五
音
七
音
を
中
心
に
表

現
さ
れ
た
短
歌
の
言
葉
の
魅
力
、
世

界
観
を
引
き
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

３
月
23
日
、
竹
田
市
竹
田
町
の
竹

田
キ
リ
シ
タ
ン
ホ
ー
ル
で
「
竹
田
と

長
崎
を
繋
ぐ
南
蛮
音
楽
の
絆
～“
未

来
へ
向
か
う
”コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

音
楽
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
へ
の

理
解
を
深
め
よ
う
と
、キ
リ
シ
タ
ン
に

関
連
す
る
歌
を
各
地
で
披
露
し
て
い

る
長
崎
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

合
唱
団
の
皆
さ
ん
。
指
導
す
る
顧
問

の
力
田
和
歌
子
教
諭
が
竹
田
キ
リ
シ

タ
ン
資
料
館
を
訪
れ
た
縁
で
、今
回
の

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
天
正
遣
欧
少
年
使
節
を

描
い
た
交
響
詩
曲
「
伊
東
マ
ン
シ
ョ

～
時
を
超
え
る
祈
り
～
」
や
グ
レ
ゴ

リ
オ
聖
歌
「
A
v
e
  

 

M
a
r
i
a
」
な

ど
16
曲
を
披
露
。
来
場
者
は
竹
田
と

長
崎
を
繋
ぐ
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
の

の
び
や
か
な
澄
ん
だ
歌
声
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。



廉太郎ホールという特別感廉太郎ホールという特別感

21世紀最高のチェリスト 世界最高峰の音色が廉太郎ホールに響く。別府アルゲリッチ音楽祭とのタイアップで実現!

別府、そしてアルゲリッチとのかかわり別府、そしてアルゲリッチとのかかわり

知ればもっとオモシロくなる!知ればもっとオモシロくなる!
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
朝
一

番
に
登
校
す
る
女
子
寮
生
の
さ
わ
や

か
な
挨
拶
で
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

現
在
、
県
内
や
九
州
内
を
中
心
に

60
余
名
の
寮
生
と
竹
田
市
や
豊
後
大

野
市
、
ま
た
大
分
市
な
ど
か
ら
40
名

程
の
通
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
多
く
は
、
本
校
入
学
前
、
個
性
を

抑
え
て
窮
屈
な
日
々
を
送
っ
て
き
た

り
、
時
に
充
電
期
間
と
し
て
不
登
校

を
経
験
し
た
り
と
思
春
期
の
葛
藤
を

抱
え
て
き
た
純
粋
な
生
徒
達
で
す
。

本
校
の
自
慢
の
一
つ
に
校
内
弁
論

大
会
が
あ
り
ま
す
。
国
語
科
が
中
心

と
な
り
、
生
徒
全
員
が
自
分
の
思
い

や
考
え
を
綴
り
、
全
校
生
徒
の
前
で

選
ば
れ
た
弁
士
が
発
表
す
る
場
で
す
。

生
徒
達
は
原
稿
用
紙
を
前
に
、
過
去

ぼくたち・私たちの

学び舎

を
整
理
し
た
り
、
現
在
の
自
分
と
向

き
合
っ
た
り
、
未
来
を
思
い
描
い
た

り
と
思
索
す
る
時
間
を
持
ち
ま
す
。

昨
年
度
は
、
そ
の
中
か
ら
本
校
代

表
生
徒
が
、
県
内
で
最
優
秀
賞
の
評

価
を
受
け
、
九
州
大
会
や
全
国
大
会

に
も
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
本
校
に
と
っ
て
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

第
32
回
福
祉
優
秀
校
・
大
分
合
同
新

聞
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ

の
賞
は
、
生
徒
会
役
員
が
率
先
し
、

全
校
生
徒
で
毎
年
続
け
て
き
た
竹
田

市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
や
昨
夏
の

西
日
本
豪
雨
災
害
の
募
金
活
動
な

ど
、
小
さ
な
活
動
の
継
続
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
が
主
な
受
賞
理
由
で
し
た
。

本
校
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
に

一
人
多
才
を
合
言
葉
に
免
許
・
資
格
・

検
定
へ
の
挑
戦
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

度
も
配
管
技
能
士
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
の
資
格
取
得
を
は
じ
め
、
各
種
検

定
に
多
く
の
生
徒
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

特
に
英
語
検
定
で
は
、
２
級
さ
ら
に

は
準
１
級
合
格
者
も
輩
出
し
ま
し
た
。

３
月
１
日
、
大
粒
の
涙
と
笑
顔
が

交
錯
す
る
卒
業
式
。
今
年
も
37
名
の

３
年
生
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

４
年
制
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
、
ま

た
一
般
就
職
、
就
労
支
援
機
関
な
ど

一
人
ひ
と
り
の
進
路
は
様
々
で
す
。

そ
し
て
新
年
度
の
４
月
９
日
、
42

名
の
入
学
生
を
迎
え
、
ま
た
新
た
な

『
居
場
所
』
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

今
日
も
、
男
子
寮
の
入
り
口
で
は
、

ス
リ
ッ
パ
の
向
き
を
黙
々
と
揃
え
る

寮
生
が
就
寝
時
間
を
迎
え
て
い
ま
す
。

（
文
責　

鈴
木　

明
）

『
居
場
所
』
か
ら
放
つ
小
さ
な
輝
き

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
南
高
等
学
校

技術者から教育者へ　高
たかさき

﨑 寿
とし

雄
お

ま
る
ご
と
博
物
館

161

高
﨑
寿
雄
は
明
治
32（
１
８
９
９
）

年
、
竹
田
町
の
２
１
２
３
番
地
で
生

ま
れ
た
。
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
、

大
分
県
立
竹
田
中
学
校
（
現
在
の
竹

田
高
等
学
校
）
を
卒
業
す
る
と
、
画

家
か
音
楽
家
に
な
ろ
う
と
決
心
し

て
い
ま
し
た
が
、
親
戚
か
ら
説
得
さ

れ
八
幡
製
鉄
戸
畑
作
業
所
内
の
東

洋
製
鉄
に
入
社
し
て
、
分
析
係
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
化
学
の

知
識
が
乏
し
い
こ
と
に
限
界
を
感

じ
て
会
社
を
辞
し
、
広
島
高
等
工
業

学
校
応
用
化
学
科（
現
在
の
広
島
大

学
工
学
部
）
に
入
学
し
ま
し
た
。
同

校
で
の
成
績
は
優
秀
で
開
校
５
周

年
記
念
式
に
、
全
校
の
学
生
総
代
と

し
て
祝
辞
を
読
ん
で
い
ま
す
。
高

等
工
業
学
校
卒
業
後
、
広
島
市
の
中

国
製
紙
に
入
社
し
て
安
心
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
塩
害
に
よ
る
機
械
の
腐

食
や
社
内
の
深
刻
な
労
働
争
議
に

よ
っ
て
会
社
が
解
散
し
た
た
め
、
職

を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
化

学
を
学
ん
で
い
た
た
め
、
広
島
県
立

芸
陽
高
等
女
学
校
、
山
口
県
立
田
部

高
等
女
学
校
の
教
諭
を
経
て
、
福
岡

県
立
小
倉
高
等
女
学
校
、
昭
和
18

（
１
９
４
３
）
年
に
福
岡
県
立
小
倉

工
業
学
校
（
現
在
の
小
倉
工
業
高
等

学
校
）の
教
諭
に
赴
任
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
技
術
者
か
ら
工
業

学
校
で
応
用
化
学
を
教
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
教
科
指
導
だ

け
で
な
く
学
校
経
営
の
手
腕
も
認

め
ら
れ
教
頭
に
昇
進
し
、
昭
和
21

（
１
９
４
６
）
年
、
46
歳
の
若
さ
で
第

８
代
校
長
に
就
任
し
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
昭
和
初
期
か
ら
小
倉
工
業

学
校
は
新
校
舎
の
移
転
改
築
問
題

が
持
ち
上
が
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

同
窓
会
の
要
望
を
受
け
て
行
政
と

の
調
整
役
を
務
め
、
建
築
計
画
を
無

難
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
う
し

た
功
績
か
ら
、
地
元
の
市
議
会
議
員

候
補
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
断
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
さ
く
な
性
格
か
ら
生
徒

や
保
護
者
に
人
気
が
あ
り
、
訪
ね
て

く
る
人
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
本
筋

を
通
す
節
度
の
あ
る
態
度
は
崩
さ

ず
、
教
育
の
公
正
を
期
す
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
小
倉
で
は
よ
く
知

ら
れ
、「
富
島
松
五
郎
伝
」（
映
画
化

さ
れ
た
「
無
法
松
の
一
生
」）
の
著
者

岩
下
俊
作
が
、
高
﨑
寿
雄
の
略
伝
を

書
い
て
い
ま
す
。

（
本
田　

耕
一
）

参
考

「
小
倉
工
業
高
等
学
校
創
立
70
年
史
」

※
本
文
中
の
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た

↑市内外から100名を超える生徒たちが
集う「学び舎」

↑37名の生徒が巣立っていった今年の卒業式

↑福祉優秀校受賞の紹介
記事

高﨑寿雄 氏
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学び舎／まるごと博物館



問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる

場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署

（☎63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場

合には、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。なお、

毎月の当番表については、大分県豊肥保健所のホームページの「おお

いた医療情報ほっとネット」にも掲載しています。

※竹田市立こども診療所の休日当番については未定

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

４／ ７㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

４／14㈰ ふじさわ歯科医院 ☎ 64-1118

４／21㈰ 竹下歯科医院 ☎ 62-2662

４／28㈰ 歯科筑紫医院 ☎ 76-0024

４／29㈪ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

４／30㈫ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

５／ １㈬ まつもと歯科クリニック ☎ 62-2400

※診療時間　9：00〜12：00（受付11：30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医院の情報については、大分県歯科医師会のホームページで

　も確認することができます。

休日及び夜間の在宅当番医院

４月（5月6日まで）の在宅当番医院

受付時間　平日夜間 18：00〜21：00　土曜日 13：00〜21：00
　　　　　日曜、祝日 9：00〜21：00

注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診ても

らうようお願いします。（GW中に診療を行う医療機関に
ついては14ページに掲載しています）

・当番医院は、やむを得ず変更される場合があります。必ず
事前に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来

休日当番医院を受診してください。
※当番医院の情報については、変更になる場合があります。

最新の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」
をご覧いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認
できます。

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

  1㈪ 道全内科 ☎63-2270 19㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

  2㈫ 志賀内科 ☎63-2083 20㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

  3㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 21㈰ 大久保病院 ☎64-7777

  4㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 22㈪ 道全内科 ☎63-2270

  5㈮ 伊藤医院 ☎75-2222 23㈫ 志賀内科 ☎63-2083

  6㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 24㈬ 秦医院 ☎63-2246

  7㈰ 大久保病院 ☎64-7777 25㈭ 柚須医院 ☎63-2016

  8㈪ 道全内科 ☎63-2270 26㈮ 古島眼科 ☎63-2407

  9㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 27㈯ 大久保病院 ☎64-7777

10㈬ 志賀内科 ☎63-2083 28㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

11㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 29㈪ 大久保病院 ☎64-7777

12㈮ 柚須医院 ☎63-2016 30㈫ 竹田医師会病院 ☎63-3241

13㈯ 大久保病院 ☎64-7777 5/1㈬ 大久保病院 ☎64-7777

14㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241   2㈭ 竹田医師会病院 ☎63-3241

15㈪ 道全内科 ☎63-2270   3㈮ 大久保病院 ☎64-7777

16㈫ 志賀内科 ☎63-2083   4㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

17㈬ 佐藤医院 ☎68-2005   5㈰ 大久保病院 ☎64-7777

18㈭ 竹田診療所 ☎62-4014  ６㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241

こ
れ
ま
で
こ
の
コ
ラ
ム
を
執
筆
し
て

こ
ら
れ
た
、
大
分
大
学
客
員
教
授
で
中

津
市
立
中
津
市
民
病
院
副
院
長
の
是
松

聖
悟
．
先
生
と
、
本
市
の
ア
レ
ル
ギ
ー

専
門
外
来
で
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
た
別
府
大
学
食
物
栄
養
科
学

研
究
科
教
授
の
高
松
伸
枝
先
生
に
よ
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
講
演
が
２
月
28
日
、

竹
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
除

去
す
る
の
で
な
く
、
食
べ
ら
れ
る
食
材

（
加
工
品
も
含
め
て
）や
そ
の
量
を
見
つ

け
、
少
し
ず
つ
食
べ
て
い
け
ば
克
服
で

き
る
こ
と
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
が

怖
い
の
で
、
乳
幼
児
期
は
卵
な
ど
の
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
や
す
い
も
の
は
食

べ
な
い
」、「
採
血
で
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査

を
し
た
ら
陽
性
と
出
た
の
で
、
そ
れ
以

降
除
去
し
て
い
る
」、「
採
血
結
果
が
改

善
す
る
ま
で
除
去
を
続
け
る
」
な
ど
は

不
適
切
で
、
逆
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症

や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
り
に
く
く
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
説
明
。「
定
期
的

な
採
血
を
す
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
く
、

食
べ
ら
れ
る
も
の
を
見
つ
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
、

激
し
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
生
じ
た
場

合
の
学
校
等
で
の
対
処
法
に
つ
い
て
は
、

「
大
分
県
版
学
校
・
幼
稚
園
に
お
け
る
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
手
引
き
」
を
作

成
し
、
保
育
所
も
含
め
て
県
内
で
統
一

し
た
こ
と
、
手
引
き
を
順
守
す
れ
ば
、
給

食
な
ど
で
の
誤
食
に
も
対
応
が
可
能
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
30
人
を
超
え
る
関
係
者
や

保
護
者
が
集
ま
り
、
両
先
生
の
講
演
を

聴
講
し
ま
し
た
。

第45回 食物アレルギーがあっても

地域ですこやかに過ごすために

――地域医療・小児医療の視点から――

えがおの子育て

小児科

！張出

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

４／ ６㈯ みやわき小児科・三重東クリニック

４／ ７㈰ 豊後大野市民病院

４／13㈯ みやわき小児科・三重東クリニック

４／14㈰ 豊後大野市民病院

４／20㈯ みやわき小児科・三重東クリニック

４／21㈰ 豊後大野市民病院

４／27㈯ みやわき小児科・三重東クリニック

４／28㈰ みやわき小児科

４／29㈪ みやわき小児科

４／30㈫

〜

５／ ６㈪
豊後大野市民病院
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休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科

↑食物アレルギーのウソやホントを質問形式で参加
者に問いかける是松聖悟 . 先生



４
・竹田温泉「花水月」休館日
・玉子人形展「大名行列」 
　〜14日まで（竹田創生館）

５
・岡城桜まつり協賛第40回ゲートボー
　ル大会 8:30〜（竹田市総合運動公園
　多目的広場）
・「深田光霊記念詩聲館」開館５周年
　記念セレモニー 11:00〜（竹田市向
　丁 詩聲館）
・健幸運動教室 14:00-15:00（竹田市総
　合社会福祉センター）☎75-3688（竹
　田市保険健康課温泉利用相談室）
・第４回竹田市農業委員会総会
　15:00〜（市役所本庁２階庁議室）

６

11
・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30〜せ
　り開始（豊後豊肥家畜市場）

12
・健幸運動教室 14:00-15:00（竹
　田市総合社会福祉センター）

13
・赤神諒最新作「戦神」発売記念
　トークショー＆サイン会
　13:30-15:30（ 竹田市総合文化
　ホール〈グランツたけた〉）※入
　場無料、定員150人 ☎63-4807
　（商工観光課）
・たけのこ文庫のおはなし会
　15:00-15:30（ 竹田市立図書館
　おはなしひろば）

18
・竹田温泉「花水月」休館日
・城郭講座「岡城跡の散策」
　10:00までに岡城駐車場集合 
　※参加費1000円 ☎62-4100
　（竹田創生館）
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（荻支所）※要予約（相談日の前
　日午前中まで）☎63-3346（竹
　田市心の相談支援事業所）

19
・健幸運動教室 14:00-15:00（竹
　田市総合社会福祉センター）

20
・てづくり音楽会 13:30-15:30（竹
　田市総合文化ホール〈グランツ
　たけた〉）※入場無料
　☎63-1823（瀧廉太郎会・堀）

25
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00

　（大分県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171
　（豊肥振興局）

・５歳児健診 13:00〜受付（竹田市総合社会

　福祉センター）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セ

　ンター）※要予約（相談日の前日午前中まで）

　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥保

　健所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊肥保

　健所）

26
・健幸運動教室 14:00-15:00（竹
　田市総合社会福祉センター）

27
鯉のぼりの季節になりました。

感電事故防止のため、電線付

近での鯉のぼりの掲揚や魚釣

りは絶対にしないでください。

万一、鯉のぼりや釣り糸が電

線にかかった場合は、自分で

取ろうとせず、お近くの九州電

力まで連絡をお願いします。

問九州電力株式会社三重営業所
　☎0120-986-505

感電事故防止のお願い

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ

【竹田】
・５日・19日㈮
　13：30-15：30 みんなのいえカラフル

【荻】
・９日・23日㈫
　13：00-15：00 荻「しらみず」

【久住】
・９日㈫・25日㈭
　13：00-15：00 久住「りんどう」

【直入】
・12日・26日㈮
　13：00-15：00 直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・４日㈭ 13：00-15：00 出会いの湯
・11日㈭ 13：00-15：00 竹田北部「双城」

【竹田南部「あけぼの」】
・10日㈬ 13：00-15：00 入田分館
・17日㈬ 13：00-15：00 宮砥分館
・23日㈫ 13：00-15：00 あ祖母学舎

【都野】
・11日・25㈭ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり

よりそいカフェは認知症の方や

その家族、地域の住民らが気軽に

交流できる場所です。

ゴールデンウィークに診療を行う医療機関４/27㈯〜５/６㈪の市内各施設の開館（営業）情報

大型連休の間、市内医療機関のうち、次の医療機関が診療を行います。

※緊急を要する場合の休日及び夜間の在宅当番医院については13ペ

ージに掲載しています。

●竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉…４月29日㈪〜５月６日㈪

まで休館（施設１年点検のため）

●竹田市立図書館…４月29日㈪・５月６日㈪は休館

●竹田市清掃センター…ごみの定期収集を行いません。家庭ごみを排

出される方は、清掃センターが開所する４月27日㈯、４月30日㈫、５月

２日㈭に直接搬入してください。

●竹田温泉花水月…休まず営業（２日㈭も営業）※営業時間は11:00〜

21:00

●荻の里温泉…休まず営業（６日㈪も営業）

●国民宿舎久住高原荘…通常営業（立ち寄り入浴は10:00〜16:00）

●長湯温泉療養文化館「御前湯」…通常営業

●陽目の里「名水茶屋」…休まず営業（１日㈬も営業）

●水の駅おづる…通常営業

●長湯おんせん市場…通常営業

●市内観光施設（瀧廉太郎記念館、竹田創生館、野外活動施設）…通常

営業

●市内公民館・分館、体育施設…通常どおり

診 療 日 医 療 機 関

 ４月30日㈫

大久保病院、加藤病院、佐藤医院（午前中のみ）、志

賀内科、須小耳鼻咽喉科、竹田診療所、秦医院、古

島眼科、柚須医院（午前中のみ）、竹田医師会病院

 ５月 １日㈬

大久保病院、加藤内科医院、加藤病院、佐藤医院、

志賀内科、竹田診療所、古島眼科、みはらクリニッ

ク、竹田医師会病院

 ５月 ２日㈭

伊藤医院（午前中のみ）、大久保病院、加藤病院、佐

藤医院（午前中のみ）、志賀内科、竹田診療所、秦

医院、みはらクリニック（午前中のみ）、柚須医院（午

前中のみ）、竹田医師会病院

 ５月 ４日㈯ 佐藤医院（午前中のみ）
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１
【納期限】国民健康保険税（12期）

・荻の里温泉休館日

２
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（直入支所）※要予約（相談日の
　前日午前中まで） ☎63-3346
　（竹田市心の相談支援事業所）

３
・陽目の里「名水茶屋」休業日

７
・大分県知事・県議会議員選挙投票日
・岡藩鏡処刑場鎮魂祭 8:30〜（鏡処

　刑場）

・第71回岡城桜まつり 10:30〜オー

　プニングセレモニー（岡城中川但見

　屋敷跡）、 11:15〜大名行列・甲冑武

　者行列※岡城〜城下町を練り歩き

　ます。肥後熊本藩葦北鉄砲隊によ

　る演舞や騎馬武者早駆けも行われ

　ます

８ ９
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 14:00-15:00（竹
　田市直入B&G海洋センター体
　育館）☎75-3688（竹田市保険
　健康課温泉利用相談室）

10
・陽目の里「名水茶屋」休業日

14 15
・荻の里温泉休館日

16
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 14:00-15:00（竹
　田市直入B&G海洋センター体
　育館）

17
・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹
　田市高齢者いきいき交流センター）
　☎097-552-1211（日本年金機構大分年
　金事務所）
・１歳６か月健診 13:00〜受付（竹田市総
　合社会福祉センター）
・大分県行政書士会無料相談会
　13:00-16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）
　☎097-537-7089（大分県行政書士会事
　務局）

21
・郷土の自然に親しみ植物を観察す
　る会「宮砥越敷岳の尾根道散策」
　8:00までに市役所駐車場集合 ※参

　加費1000円 ☎62-4100（竹田創生館）

・大分合同新聞社旗争奪第51回荻地
　域自治会対抗ソフトボール大会 9:00

　〜開会式（荻小学校グラウンド）※試

　合会場は荻小学校・緑ヶ丘中学校・

　荻福祉健康エリアの各グラウンド

22
・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30〜せ
　り開始（豊後豊肥家畜市場）

23
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・こころの健康相談 13:30-15:30
　（竹田市総合社会福祉センター）
　※要予約（相談日の前日午前中
　まで）☎63-3346（竹田市心の
　相談支援事業所）
・健幸運動教室 14:00-15:00（竹
　田市直入B&G海洋センター体
　育館）

24
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・もぐもぐ教室（５～６か月児）
　9:30〜受付（竹田市総合社会
　福祉センター）

28
・道の駅すごう９周年記念感謝祭 
　10:00-15:00（道の駅すごう）

29 昭和の日 30 国民の休日

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）

墓守桜（竹田市宮城）

 行政なんでも相談所

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

４月17日㈬
午前10時

〜正午

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 荻公民館　幼児室

久住 久住公民館　健康相談室
直入 直入支所　小会議室 

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　　茂  ☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸  ☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一  ☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明  ☎75-2426

月

間
・
そ

の

他

〇未成年者飲酒防止強調月間

○みどりの月間

○科学技術週間（４／17〜23）

○緑の募金（〜５／31）

５月上旬の主な予定 ※３月25日現在

  ３日㈮ ・第31回大野川源流祭り 10:00-15:00（陽目の里キャンピングパーク）

 ・第63回祖母山山開き 11:30〜山頂祭、終了後バンダナ配布（祖

　　　　　母山山頂）※少雨決行

  ４日㈯ ・アーサー・ビナードの講演会「この本をかくして～アメリカ生まれの
　　　　　日本語詩人が記憶と言葉でこの国のこれからを語ります～」とお
　　　　　はなし会 18:30-20:30（竹田市立図書館）

  ５日㈰ ・こどもの日のおはなし会スペシャル「ちっちゃいこえ～日本語   
　　　　　と英語と昆虫語でのおはなし会」 10:30-11:30（竹田市立図書館）
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竹 田 市 の　 こ よ みたけたんカレンダー

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

 農業委員会事務局からのお知らせ  農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です（20日が土日の

場合は直前の金曜が締切日となります）。　問農業委員会事務局　☎ 63-4815



  

子
育
て
支
援

「
お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ

ン
」の
配
布
上
限
を
拡
大
し
ま
す

現
在
、
地
域
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

「
お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン
」

で
す
が
、
平
成
31
年
度
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
を
対
象
に
配

布
上
限
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
ま
で

第
１
子
は
１
万
円
▽
第
２
子
は
２
万

円
▽
第
３
子
以
降
は
３
万
円

○
平
成
31
年
度
以
降

出
生
順
位
注
×
１
万
円

※
例
え
ば
、
第
２
子
は
２
万
円
、
第
４

子
は
４
万
円
と
な
り
ま
す
。

注
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
養
育
し
て
い
る
児
童
が

対
象

「
竹
田
市
す
こ
や
か
子
育
て
応

援
券
」「
お
お
い
た
子
育
て
ほ
っ

と
ク
ー
ポ
ン
」の
有
効
期
限
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

平
成
31
年
度
中
に
次
の
「
竹
田
市

す
こ
や
か
応
援
券
」
並
び
に
「
お
お
い

た
子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン
」
の
有

効
期
限
が
来
ま
す
。
期
限
が
切
れ
た

応
援
券
、
ク
ー
ポ
ン
は
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
ま
だ
ク
ー
ポ
ン
を
利

用
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
早
め

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
平
成
29
年
度
の
「
竹
田
市
子
育
て

応
援
券
」（
緑
の
表
紙
）は
、
対
象
児
童

の
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

・
平
成
28
年
度
発
行
の
「
お
お
い
た

子
育
て
ほ
っ
と
ク
ー
ポ
ン
」（
黄
色
の

表
紙
）は
、
対
象
児
童
の
３
歳
の
誕
生

日
の
前
日
ま
で

問
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
１
５
６
・
１
５
７
）

 

年　

金

平
成
31
年
度
の
年
金
相
談

平
成
31（
２
０
１
９
）年
度
の
年
金

相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
相
談

は
完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
予
約
の

際
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も

の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
17
日
、
５
月
15
日
、
６

月
19
日
、
７
月
17
日
、
８
月
21
日
、
９

月
18
日
、
10
月
16
日
、
11
月
20
日
、
12

月
18
日
、
１
月
15
日
、
２
月
19
日
、
３

月
18
日

※
い
ず
れ
も
毎
月
第
３
水
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

竹
田
市
高
齢
者
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー（
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
隣
）

問
大
分
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

※
音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
。
最
初
は

「
１
」
番
、
続
い
て
「
２
」
番
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。

 

利
用
助
成

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
施
設
の
利
用
助
成

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満

65
歳
以
上
の
方

助
成
内
容　

施
術
１
回
に
つ
き
１
千

円
の
施
設
利
用
証
の
利
用
が
可
能
。

た
だ
し
、１
人
に
つ
き
年
６
回
以
内
。

申
込
方
法　

高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
課
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
記
入
・
押
印
の
後
、
施
設
利

用
証
を
交
付

問
高
齢
者
福
祉
課　

☎
63-

４
８
０
９

／
荻
支
所
地
域
振
興
課　

☎
68-

２
２
１
１
／
久
住
支
所
地
域
振
興
課

☎
76-

１
１
１
１
／
直
入
支
所
地
域

振
興
課　

☎
75-

２
２
１
１

 

健
康
診
査

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
行
う
健
康
診
査
は
、
糖
尿
病

等
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
、
早

期
治
療
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

健
康
管
理
の
た
め
に
年
１
回
の

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

納付書等の取り扱い

本年５月１日に改元が行われますが、

本市が４月以降に発送予定の各種税に関

する納付書や使用料等については、新元

号公表前に事務処理を行うため、元号及

び年の表記は「平成31年」等となります。

改元後に改めて納付書等の発行・発送

は行いませんので、元号及び年の表記は

「新元号」に読み替えてご使用ください。

但し、５月以降に事務処理を行う納付

書等については、新元号の表記となって

いるものもありますのでご注意ください。

詳細については各担当課までお問い合

わせください。

国民健康保険・後期高齢者医療被保険

者証等の取り扱い

５月１日以降に発行する被保険者証等

は、新元号にて発行します。

５月１日以前に発行した次の証につい

ても、これまでと変わらず使用すること

ができます。

・被保険者証

・限度額適用・標準負担額減額認定証

・特定疾病認定証

問保険健康課国保・高齢者医療係

　☎63‒1111（内線178・179）

　大分県後期高齢者医療広域連合

　☎097‒534‒1771（代表）

改元に便乗した商法に注意を

「平成から年号が変わる」などと、天皇

陛下の退位に便乗したアルバム、掛け軸

等の購入を電話で持ち掛けられたという

相談が寄せられています。

購入する意思がない場合にははっきり

と断りましょう。

問市民課（竹田市消費生活センター）

　☎63‒4834

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）

　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）

　久住支所　☎0974-76-1111（代表）

　直入支所　☎0974-75-2211（代表）

◎竹田市公式ホームページ
　https://www.city.taketa.oita.jp/

４月.の
たけたんインフォ

改元に伴う各種取り扱い

広報たけた平成 31 年４月号 16

※お問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。



地域名 予定時期 締切日
募集予定
人　 数

1 アッツ島  ６月20日㈭～ ６月27日㈭

 ４月12日㈮

12人

2 モンゴル国  ９月 ２日㈪～ ９月 ９日㈪ 15人

3 イルクーツク州  ９月15日㈰～ ９月24日㈫ 15人

4 ハバロフスク地方  ９月17日㈫～ ９月26日㈭ 15人

5 中国東北地方  ９月 ４日㈬～ ９月13日㈮  ４月19日㈮ 15人

6 ソロモン諸島  ９月 ７日㈯～ ９月14日㈯  ４月26日㈮ 10人

7 沿海地方 10月 ８日㈫～10月12日㈯  ５月 ８日㈬ 15人

8 東部ニューギニア  ９月28日㈯～10月 ５日㈯  ５月22日㈬ 20人

9 インド 10月 ７日㈪～10月12日㈯  ７月17日㈬ 15人

10 マリアナ諸島 12月 ５日㈭～12月12日㈭  ７月29日㈪ 15人

11

フィリピン（１班）

 ２月13日㈭～ ２月20日㈭  ９月19日㈭ 70人フィリピン（２班）

フィリピン（３班）

12 硫黄島（１次） 11月中旬 100人

13 硫黄島（２次） ２月中旬 100人

た
の
に
商
品
が
届
か
な
い
」「
注
文
し

た
商
品
と
異
な
る
も
の
や
偽
物
が
届

い
た
」
等
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
悪
質
な
サ

イ
ト
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
正
規
の
値
段
よ
り
極
端
に
安
価
」

「
サ
イ
ト
に
運
営
者
氏
名
や
住
所
、
電

話
番
号
な
ど
の
正
確
な
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
」「
日
本
語
の
表
現
が

不
自
然
」「
購
入
段
階
に
な
る
と
支
払

方
法
が
銀
行
振
込
の
み
に
な
る
」
な

ど
、
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
場
合
は

注
意
が
必
要
で
す
。

支
払
っ
て
し
ま
う
と
お
金
を
取
り

戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
価
格
の
安

さ
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
ず
、
少
し

で
も
怪
し
い
、
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
利
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課（
竹
田
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
）　

☎
63-

４
８
３
４　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時（
月
～
金
曜
の

平
日
の
み
）／
大
分
県
消
費
生
活
・
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

補
助
事
業

竹
田
市
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

こ
の
事
業
は
、自
治
会
や
公
共
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
等
を
対
象
に
、

次
に
あ
げ
る
活
動
等
に
対
し
、原
則
的

に
活
動
費
の
半
額
ま
で
を
補
助
す
る

も
の
で
す
。

対
象
者　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者

※
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
で
生

活
習
慣
病
の
診
療
等
を
受
け
て
い
る

方
、
同
年
度
中
に
健
康
診
査
ま
た
は

そ
の
健
診
に
相
当
す
る
健
康
診
査
を

受
診
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
し
も
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
項
目　

問
診
、
身
体
計
測
、
血

圧
測
定
、
尿
検
査（
糖
・
蛋
白
）、
血
中

脂
質
検
査（
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）、
血
糖
検
査（
空
腹
時
血
糖
、
随
時

血
糖
、ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
１
ｃ
の
い
ず

れ
か
）、
肝
機
能
検
査（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

Ｔ
・γ

-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）、
腎
機
能
検
査（
血

清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
及
び
e
G
F
R
）

日
程
・
場
所　

竹
田
市
が
行
う
集
団

健
診
と
同
じ
日
程
・
会
場
ま
た
は
広

域
連
合
の
指
定
医
療
機
関（
委
託
し

て
い
る
病
院
等
）

持
参
物　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）と
、
広

域
連
合
よ
り
５
月
下
旬
ま
で
に
送
付

さ
れ
る
健
康
診
査
受
診
券（
オ
レ
ン

ジ
色
の
は
が
き
）

※
被
保
険
者
証
や
健
康
診
査
受
診
券

を
忘
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
す
る
と
、

健
康
診
査
を
受
診
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

費
用　

年
１
回
の
み
無
料

※
健
康
に
関
す
る
相
談
は
竹
田
市
保

険
健
康
課
の
窓
口
で
お
受
け
し
ま
す
。

65
歳
か
ら
74
歳
の
方
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
障
が
い

認
定
を
受
け
る
際
の
手
続
き

申
請
受
付
は
竹
田
市
保
険
健
康
課

で
行
い
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を
ご
持

参
の
う
え
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑

・
障
が
い
の
程
度
を
確
認
で
き
る
書

類（
障
が
い
者
手
帳
な
ど
）

・
本
人
確
認
証
明
（
運
転
免
許
証
な

ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
）
及
び

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）が
確
認

で
き
る
書
類（
通
知
カ
ー
ド
等
）

※
障
が
い
認
定
を
受
け
た
方
は
、
認

定
後
も
75
歳
に
な
る
ま
で
は
、
届
出

に
よ
り
将
来
に
向
か
っ
て
撤
回
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
撤

回
後
は
国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険

等
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局　

☎
０
９
７-

５
３
４

-

１
７
７
１
／
竹
田
市
保
険
健
康

課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係　

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
１
７
８
・
１
７
９
）

 

消
費
者
行
政

悪
質
な
通
販
サ
イ
ト
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通

信
販
売
に
み
ら
れ
る
「
代
金
を
払
っ

平成31（2019）年度の慰霊巡拝指定ごみ袋など一般廃棄物処理手数料が
６月１日から改正されます 平成31年度における慰霊巡拝が次の日程で予定されてい

ます。時期や期間、募集人数は現段階の案であり、変更する

ことがあります。
指定ごみ袋や竹田市清掃センターに直接ごみを持ち込ん

だときの手数料が変わります。

排出ごみを減量することでごみ袋の購入量も減らせます。

５つのＲでごみを減量してみましょう。５つのＲとは、

R
リ フ ュ ー ズ

efuse（断る）・R
リ デ ュ ー ス

educe（発生抑制）・R
リ ユ ー ス

euse（再使用）・R
リ サ イ ク ル

ecycle

（再生利用）・R
リ ペ ア

epair（修理）です。

３月に収集日程表と一緒に配布した「ごみ減量化作戦」を

参考に、５Ｒにトライしてみましょう。

問市民課環境衛生係　☎63-1111（内線117・118） 問社会福祉課管理係　☎63-4811

内　　　容 改　正　後

収集
ごみ

指定ごみ袋
大 300円/10枚

小・中 250円/10枚

粗大ごみシール（11月直接回収分） 600円/個

直接搬入

ごみ

家庭系廃棄物

※指定ごみ袋で分別して持ち込ん
　だ場合は無料です。

100キロ未満　300円

100キロ以上はこの金
額に、20キロまでごとに
60円を加算する

事業系廃棄物 20キロごとに200円

17 2019 年４月発行

たけたんインフォ



⑴
地
域
振
興
や
観
光
Ｐ
Ｒ
等
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト

⑵
地
域
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
活
動
、

及
び
そ
れ
に
資
す
る
事
業

⑶
地
域
の
伝
統
文
化
を
守
る
た
め
の

事
業

⑷
地
域
の
安
心
・
安
全
に
資
す
る
事
業

⑸
そ
の
他
、
地
域
の
活
力
維
持
や
活

性
化
に
資
す
る
事
業

申
込
方
法　

企
画
情
報
課
、
各
支
所

地
域
振
興
課
に
事
前
申
込
書
を
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
本
事
業
を
活
用

さ
れ
る
団
体
等
の
代
表
者
は
、
５
月

15
日
㈬
ま
で
に
必
要
書
類
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▪提
　

・
問
企
画
情
報
課 

☎
63-

４
８
０
１

／
荻
支
所
地
域
振
興
課　

☎
68-

２
２
１
１
／
久
住
支
所
地
域
振
興
課 

☎
76-

１
１
１
１
／
直
入
支
所
地
域
振

興
課　

☎
75-

２
２
１
１

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊

去
勢
手
術
費
補
助
事
業

市
で
は
平
成
31
年
度
か
ら
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
、

猫
の
不
妊
、
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ

る
方
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象（
次
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
）

⑴
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
市
税

等
の
滞
納
が
な
い
方

⑵
市
内
で
保
護
し
た
飼
い
主
の
い
な

い
猫
で
、
手
術
を
す
る
の
に
適
当

と
獣
医
師
が
認
め
た
猫

補
助
額　

不
妊
、
去
勢
手
術
に
係
る

費
用
の
う
ち
、
１
頭
に
つ
き
補
助
率

２
分
の
１
、
補
助
上
限
を
１
万
円
と

し
、
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

※
猫
の
保
護
や
動
物
病
院
の
受
診
は
、

申
請
者
の
方
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
す
る
猫
に
つ
い
て
は
、
終
生

飼
養
で
き
る
方
へ
の
譲
渡
に
努
め
る

か
、
責
任
を
も
っ
て
世
話
を
継
続
し

て
く
だ
さ
い
。

※
猫
の
世
話
を
継
続
す
る
場
合
は
、

ふ
ん
尿
の
管
理
を
行
い
、
周
辺
環
境

の
美
化
を
図
る
と
と
も
に
、
近
隣
住

民
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
。

問
市
民
課
環
境
衛
生
係

☎
63-

４
８
２
１

 

業
務
移
管

動
物
に
関
す
る
保
健
所
業
務

が
「
お
お
い
た
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
」
に
移
管
さ
れ
ま
し
た

豊
肥
保
健
所
で
行
っ
て
い
ま
し

た
動
物
に
関
す
る
苦
情
相
談
、
飼
育

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
犬
の
放
し

飼
い
対
応
等
に
つ
い
て
は
、
４
月
１

日
か
ら
大
分
市
廻
栖
野
の
お
お
い

た
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
７-

５
８
８-

１
１
２
２
）に
業
務
が
移
管

さ
れ
ま
し
た
。

動
物
取
扱
業
、
特
定
動
物
の
登
録
・

許
可
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
豊
肥
保
健
所（
☎
０
９
７
４

-

22-

０
１
６
２
）で
行
い
ま
す
。

問
市
民
課
環
境
衛
生
係

☎
63-

４
８
２
１

 

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害

７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
帯
携
帯
電
波

に
よ
る
テ
レ
ビ
の
受
信
障
害

５
月
23
日
㈭（
予
定
）か
ら
大
分
市

内
に
お
い
て
携
帯
電
話
の
新
し
い
電

波
利
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

直
入
地
域
の
下
竹
田
地
区
で
は
ア
ン

テ
ナ
受
信
の
場
合
、
テ
レ
ビ
映
像
に

影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
受

信
障
害
の
恐
れ
が
あ
る
ご
家
庭
に
対

し
て
は
４
月
中
旬
か
ら
チ
ラ
シ
が
配

布
さ
れ
ま
す
。

影
響
が
出
た
場
合
は
、
一
般
社
団

法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会

が
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害

対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０-

７
０
０-

０
１
２
ま
た

は
☎
０
５
０-

３
７
８
６-

０
７
０
０

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
10

時（
年
中
無
休
）

 

募　

集

第
11
回
竹
田
市
乾
椎
茸
品
評
会

出
品
者
を
募
集
し
ま
す

　

乾
椎
茸
の
品
質
と
生
産
性
、
ま
た

生
産
者
の
経
営
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
第
11
回
乾
椎
茸
品
評
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

品
評
会
は
８
０
０
グ
ラ
ム
の
部（
天

白
冬
菇
・
茶
花
冬
菇
・
上
冬
菇
・
香
菇
・

香
信
の
５
部
門
）で
審
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
４
０
０
グ
ラ
ム
の
部（
冬
菇
・
香
菇
・

香
信
）に
つ
い
て
は
審
査
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、お
楽
し
み
抽
選
会
の
抽
選
券
を

１
品
に
つ
き
１
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
方
の
多
く
の
出
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
の

丹
精
込
め
た
乾
椎
茸
を
ぜ
ひ
会
場
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

審
査
会　

４
月
22
日
㈪ 

午
後
２
時
～

（
大
分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
竹
田

支
部
）

表
彰
式　

４
月
24
日
㈬  

午
前
10
時
～

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

問
農
政
課
林
業
振
興
室

☎
63-

４
８
０
５

 

試　

験

大
分
県
警
察
官
Ａ
募
集

大
分
県
警
察
官
Ａ（
大
学
卒
業
程

広報たけた平成 31 年４月号 18
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度
）及
び
大
分
県
警
察
官
Ａ（
女
性
・

大
学
卒
業
程
度
）を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
４
年
制
大
学

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

申
込
書
配
布
先　

県
内
の
警
察
署
等

申
込
方
法　

４
月
18
日
㈭
ま
で
に
警

察
本
部
警
務
課
に
郵
送
も
し
く
は
持

参
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

込※
詳
細
は
受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

第
１
次
試
験
日　

５
月
19
日
㈰

▪申
　

・
問
大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
採

用
係（
〒
８
７
０-

８
５
０
２　

大
分

市
大
手
町
３-

１-

１
大
分
県
庁
舎

新
館
８
階
）　

☎
０
１
２
０-

２
０
４

-

１
１
０
／
竹
田
警
察
署　

☎
63-

２
１
３
１

平
成
31
年
度

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時　

６
月
23
日
㈰　

午
前
10
時
～

試
験
開
始　

※
大
分
大
学
の
み
午
後

２
時
～
試
験
開
始

会
場　

県
立
三
重
総
合
高
校
他
、
県

内
６
会
場

試
験
種
類　

甲
種
・
乙
種（
全
類
）・
丙

種※
大
分
大
学
会
場
は
、
午
前
中
に
乙

種
４
類
を
除
く
す
べ
て
、
午
後
に
乙

種
４
類
の
み

願
書
配
付　

竹
田
市
消
防
本
部
、
県

下
各
消
防
本
部（
局
）、
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部
、
県
消
防

保
安
室

願
書
受
付　

電
子
申
請
は
４
月
９
日

㈫
～
22
日
㈪
※
24
時
間
受
付
▽
書
面

申
請
は
４
月
12
日
㈮
～
25
日
㈭
※
月

～
金
曜
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

提
出
先　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部（
〒
８
７
０-

０
０
２
３　

大
分
市
長
浜
町
２
丁
目

12-

10

 

昭
栄
ビ
ル
２
階
）

問（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部　

☎
０
９
７-

５
３
７-

０
４
２
７
／
竹
田
市
消
防
本
部
警
防

課　

☎
63-
０
１
１
９

 

講
座
・
講
習
等

平
成
31
年
度

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会
で
は
、

専
門
的
な
要
約
筆
記
者
養
成
を
目

的
と
し
た
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

５
月
18
日
～
10
月
26
日（
全

21
回
・
毎
週
土
曜
日
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー（
大
分
市
大
津
町
１
丁
目
９
番

５
号
）

定
員　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン

コ
ー
ス
各
20
人

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
希
望
の
方
は
、

可
能
で
あ
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
と
ラ
ン

ケ
ー
ブ
ル
を
持
参

費
用　

受
講
料
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

３
６
０
０
円
、
教
材
費
１
２
０
０
円

申
込
締
切　

５
月
13
日
㈪

▪申
　

・
問
社
会
福
祉
法
人
大
分
県
聴
覚

障
害
者
協
会（
〒
８
７
０-

０
９
０
７

大
分
市
大
津
町
１
丁
目
９
番
５
号
）

☎
０
９
７-

５
５
１-

２
１
５
２

FAX
０
９
７-

５
５
６-

０
５
５
６

介
護
労
働
講
習（
実
務
者
研
修
含
む
）

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ

ン
タ
ー
で
は
、
介
護
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
、
能
力
の
開
発
・
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
よ
り
実
践
力
を
備
え
た

介
護
人
材
の
育
成
と
介
護
福
祉
士
国

家
試
験
の
受
験
資
格
の
支
援
を
図
る

た
め
、「
介
護
労
働
講
習（
実
践
者
研

修
を
含
む
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

介
護
分
野
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者（
受

講
指
示
者
）

講
習
期
間　

６
月
３
日
㈪
～
11
月
13

日
㈬

会
場　

大
分
市
内

受
講
料　

無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、
講
習
保
険

料
、
健
康
診
断
料
は
実
費

募
集
期
間　

５
月
27
日
㈪
ま
で　

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

（
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
１
２
２
５-

９
）

問
公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ

ン
タ
ー
大
分
支
部

☎
０
９
７-

５
３
８-

１
４
８
１

公
共
職
業
訓
練

６
月
受
講
生
募
集

募
集
コ
ー
ス　

電
気
シ
ス
テ
ム
科

（
デ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
）※
１
か
月
間
の

企
業
実
習
付
き
の
訓
練

訓
練
期
間　

６
月
４
日
㈫
～
11
月
29

日
㈮

募
集
期
間　

４
月
26
日
㈮
ま
で

受
講
料　

無
料

※
説
明
会
を
４
月
23
日
㈫
に
行
い

ま
す
。

▪申
　

・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分（
大

分
市
皆
春
１
４
８
３-

１
）

☎
０
９
７-

５
２
９-

８
６
１
５

刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全
衛

生
教
育

日
時　

５
月
14
日
㈫　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
３
時
45
分

場
所　

豊
後
大
野
市
神
楽
会
館

受
講
料　

会
員
８
６
４
０
円（
会
員

外
９
７
２
０
円
）※
テ
キ
ス
ト
代
込
み

▪申
　

・
問（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部

☎
０
９
７
４-

26-

４
１
１
５

FAX
０
９
７
４-

26-

４
１
４
６
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前
回
ま
で
、
市
民
主
体
型
発
電
事

業
並
び
に
地
域
新
電
力
事
業
に
よ
る

地
域
経
済
効
果
に
つ
い
て
説
明
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
私
た
ち
が
目
指

し
て
い
る
事
業
の
形
に
つ
い
て
、
改

め
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

こ
の
連
載
が
始
ま
っ
て
か
ら
１
年

の
間
、
地
域
新
電
力
事
業
の
目
指
す

姿
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
新
し
い
形
で
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
機
能
を
地
域
新
電

力
が
担
う
と
い
う
も
の
で
、
最
近
そ

こ
に
特
化
し
た
地
域
新
電
力
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

元
々
、
２
０
１
２
年
の
固
定
価
格

買
取
制
度(

以
下
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ)

施
行
以

降
、
多
く
の
太
陽
光
発
電
所
が
各
地

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

地
域
資
本
に
よ
る
発
電
事
業
が
地
域

経
済
に
与
え
る
好
影
響
、
ま
た
、
そ
れ

ら
を
地
域
新
電
力
の
電
源
に
活
用
す

る
こ
と
で
の
経
済
効
果
は
こ
れ
ま
で

論
じ
て
き
た
と
お
り
で
す
が
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
を
用
い
た
発
電
所
は
買
取
価
格
が

下
落
し
、
特
に
九
州
は
送
配
電
網
に

連
携
し
づ
ら
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
一
定
規
模
以

上
の
発
電
所
が
大
幅
に
増
え
る
状
況

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
低
圧
の
発
電
所

は
状
況
が
違
い
ま
す
の
で
、
市
民
主

体
の
発
電
事
業
は
ま
だ
ま
だ
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
混
同
さ
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
）

そ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
こ
の

こ
と
が
逆
に
地
域
新
電
力
に
よ
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の
投
資

の
後
押
し
を
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

地
域
新
電
力
は
地
権
者
と
合
意
形

成
が
取
り
や
す
い
と
い
う
理
由
か
ら
、

基
本
的
に
地
域
に
根
ざ
し
た
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
行
い
や
す
い
の
で

す
が
、
我
々
の
事
業
の
よ
う
に
、
地
域

自
治
体
が
出
資
す
る
電
気
小
売
事
業

体
の
信
用
力
は
、
今
後
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
使

わ
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の

投
資
に
も
理
解
を
得
ら
れ
や
す
い
と

う
評
価
が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
用

い
な
い
発
電
事
業
と
は
、
例
え
ば
、
市

民
か
ら
屋
根
を
お
借
り
し
、
我
々
電

力
事
業
体
が
パ
ネ
ル
を
設
置
さ
せ
て

も
ら
っ
て
、
お
得
な
電
気
料
金
で
そ

の
お
宅
に
販
売
す
る
よ
う
な
モ
デ
ル

が
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
形
態
の
事
業
は
、
地
域
企
業

と
地
域
住
民
、
地
権
者
が
連
携
し
た

開
発
で
す
の
で
、
地
域
外
資
本
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
Ｆ
Ｉ
Ｔ
型
の
事
業
よ

り
地
域
に
お
金
が
回
る
再
エ
ネ
開
発

が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
私
た
ち
「
ま
ち
づ
く
り
た

け
た
㈱
」
の
電
力
事
業
が
今
後
、
こ
の

よ
う
な
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て

い
く
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た

営
業
活
動
の
も
と
で
お
客
様
を
増
や

し
、
電
気
小
売
事
業
者
と
し
て
自
立

す
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
。（
次
号
に

続
く
。）

文
／
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ　

下
村
崇
顕

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱

☎
64-

０
１
７
５

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

　
　
　
　 

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

地域新電力の目指す姿
 Vol.10  

「
一
票
が
築
く
明
日
の
大
分
県
」

大

分

県

知

事

選

挙

大
分
県
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
で
す

4
日7

投
票
時
間
は
午
前
７
時
～
午
後
６
時
で
す
。

有
権
者
の
皆
さ
ん
は
、
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合
は
、
投
票
所
で
本
人
確
認
の
う
え
再
発
行
し
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

投
票
所

■
竹
田
分
館 

■
岡
本
分
館

■
明
治
分
館 

■
豊
岡
小
学
校
体
育
館

■
城
原
地
区
館 

■
宮
城
分
館

■
玉
来
分
館 

■
松
本
分
館

■
菅
生
分
館 

■
入
田
分
館

■
嫗
岳
分
館 

■
宮
砥
分
館

■
片
ヶ
瀬
集
会
所

■
荻
公
民
館 

■
柏
原
公
民
館

■
久
住
公
民
館 

■
白
丹
公
民
館

■
都
野
公
民
館

■
直
入
支
所
大
会
議
室

■
旧
下
竹
田
小
学
校

  

期
日
前
投
票

４
月
７
日
㈰
の
投
票
日
に
仕
事

や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
等
の
た
め
投

票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合

は
、
期
日
前
投
票
所
で
本
人
確
認

の
う
え
再
発
行
し
、
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間
及
び
時
間　

４
月
６
日
㈯
ま

で
毎
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

８
時

期
日
前
投
票
所

◎
竹
田
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室

◎
竹
田
市
荻
総
合
福
祉
健
康
セ
ン

　

タ
ー
会
議
室

◎
竹
田
市
久
住
支
所

　

１
階
ホ
ー
ル

◎
竹
田
市
直
入
支
所

　

大
会
議
室

  

開　

票

４
月
７
日
㈰
の
午
後
８
時
か
ら

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会

☎
63-

１
１
１
１（
内
線
３
６
０
・
３
３
０
）

ま
た
は
☎
63-

４
８
１
４

皆さん必ず投票に行きましょう！

広報たけた平成 31 年４月号 20

「一票が築く明日の大分県」／たけたん新電力



①販売 １人 20～24万円 ②准看護師 １人 17

万円 ③事務員 １人 12.5～14万円 ④畜産 １人 

16.9～20.8万円 ⑤医療事務 ２人 14～16万円 

⑥ホールスタッフ １人 19.3～20.2万円 ⑦介護

兼送迎係 １人 13.7万円 ⑧タクシー乗務員 １人 

15～25万円 ⑨食品製造 １人 15～18万円 ⑩

看護補助者 １人 14.5～17.1万円 ⑪営業職 １人 

14.6～21万円 ⑫一般作業員 １人 16～24万円

〔パート求人〕（時給）

⑬店舗スタッフ １人 850円 ⑭配送員 １人 900

円 ⑮事務・調剤補助 １人 762～800円 ⑯作業療

法士 １人 1445円 ⑰洗浄員 １人 850～950円 

⑱調理員 １人 820円 ⑲農作業員 １人 1000円 

⑳袋詰め作業員 １人 770円 ㉑調理補助員 １人 

840円 ㉒養鶏作業員 １人 950円 ㉓客室清掃員 

２人 900円 ㉔登録ヘルパー １人 1200円

問竹田市ふるさとハローワーク　☎ 63-1101

４
月
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の

事
前
相
談
が
必
要
に
な
り
ま
す

地元で働いてみませんか？ ふるさと求人情報

　
　
　

    
　

 　

よ
り
組
織
機
構
が
変
わ
り
ま
す

❶
「
理
事
」
を
新
設

組
織
の
総
括
、
政
策
調
整
、
横
断
的
な
事
業
連
携
・
調
整
、
市
長
の
特
命

に
関
す
る
こ
と
等
を
担
い
ま
す
。

❷
企
画
情
報
課
を
再
編

文
化
行
政
と
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
一
元
化
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
・
中
心
市
街
地
活
性
化
と
の
連
携
強
化
を

企
画
情
報
課
で
主
管
し
、
総
合
的
な
企
画
調
整
機
能
を
担
い
ま
す
。

❸
文
化
政
策
課
を
廃
止
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
再
編

文
化
政
策
課
を
廃
止
し
、
総
合
的
な
文
化
行
政
を
企
画
情
報
課
に
移
管
。

文
化
の
殿
堂
と
し
て
開
館
し
た
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
を
拠
点
施
設
に
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
を
連
動
さ
せ
、
文
化
振
興
財
団
の
設
立
も
視
野
に
入
れ
た

総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
組
織
再
編
に
取
り
組
み
ま
す
。

❹
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
社
会
福
祉
課
内
へ

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
ま
い
る
」
は
社
会
福
祉
課
の
課
内
室

と
し
、「
母
子
保
健
」
と
「
子
ど
も
医
療
」
を
社
会
福
祉
課
に
事
務
移
管
し
ま
す
。

❺
「
人
権
・
同
和
対
策
課
」
を
「
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
」
に
改
称

部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
施
行
を
踏
ま
え
、
課
の
名
称
を
「
人
権
・
部
落

差
別
解
消
推
進
課
」
と
改
称
し
ま
す
。

❻
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
を
廃
止
、
旧
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
業
務
の
再
編

都
市
デ
ザ
イ
ン
課
を
廃
止
し
、
関
係
課
に
事
務
移
管
。
都
市
整
備
・
都
市

計
画
業
務
を
主
体
に
、
建
設
課
内
に
課
内
室
を
新
設
し
業
務
を
継
承
し
ま
す
。

❼
上
下
水
道
課
業
務
を
一
部
民
間
委
託

滞
納
整
理
業
務
に
加
え
、
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
収
納
等
の
業
務
を
一

部
民
間
委
託
し
ま
す
。

❽
生
涯
学
習
課
各
教
育
係
・
公
民
館
職
員
を
再
編

生
涯
学
習
課
各
教
育
係
及
び
公
民
館
職
員
を
生
涯
学
習
課
へ
配
置
替
え

し
、
同
課
か
ら
公
民
館
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

❾
文
化
財
課
を
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
に
改
称

文
化
財
の
保
存
活
用
を
柔
軟
に
横
断
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、「
文

化
財
課
」
を
「
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
」
と
改
称
し
ま
す
。

４
１

21 2019 年４月発行

災
害
の
防
止
、
良
好
な
景
観
の
形

成
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め

の
配
慮
事
項
を
示
す
と
と
も
に
、
影

響
を
与
え
る
可
能
性
の
高
い
一
定
規

模
以
上
の
発
電
設
備
の
設
置
に
つ
い

て
、
届
出
の
対
象
、
事
業
者
の
配
慮

事
項
、
事
業
の
周
知
等
の
規
定
を
設

け
、
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置
を
誘

導
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
・
要
綱
を
４
月
１
日
に
施
行
し

ま
す
。
今
後
、
周
知
期
間
を
設
け
、
６

月
１
日
以
降
適
用
し
て
い
き
ま
す
。

事
業
者
に
お
い
て
は
、
景
観
や
生

活
環
境
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の

高
い
一
定
規
模
以
上
の
発
電
設
備
を

設
置
す
る
場
合
は
、
要
綱
に
規
定
し

た
諸
手
続
き
等
を
踏
ま
え
て
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
事
前
相
談
窓
口
の
企
画
情
報

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
前
周
知
な
し
の
行
為
の
実
施
や

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
等
に
よ
り
、
計
画
の
修
正
・
撤
回
を

招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
適
切
な

事
業
実
施
の
た
め
に
関
係
者
説
明
会

等
を
開
催
し
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
情
報
課　

☎
63-

４
８
０
１

４月１日より組織機構が変わります／ふるさと求人情報 ほか



【
平
成
31
年
４
月
１
日
付　

（　

）
内
は
旧
役
職
】

■ 

課　

長

▽
理
事（
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
兼
市
長
公

室
長
）
池
永
徹
▽
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
兼

防
災
危
機
管
理
室
長（
財
政
課
長
）後
藤
和
重
▽
総
務
課

参
事（
組
織
・
人
事
担
当
）兼
行
政
改
革
推
進
室
参
事（
総

務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
兼
秘
書
広
報
係
長
）
渡
邊
良

夫
▽
総
合
文
化
ホ
ー
ル
参
事
兼
館
長
代
理（
文
化
政
策

課
長
補
佐
兼
総
合
文
化
ホ
ー
ル
副
館
長
）
古
田
卓
▽
財

政
課
長
兼
市
有
財
産
経
営
管
理
室
長（
教
育
総
務
課
長

兼
図
書
館
長
）
吉
野
文
浩
▽
市
民
課
長
兼
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
長（
農
政
課
畜
産
振
興
室
長
）大
神
正
己
▽
保
険

健
康
課
長（
総
務
課
付
課
長
兼
こ
ど
も
診
療
所
特
命
課

長
）宮
成
公
一
郎
▽
保
険
健
康
課
付
課
長（
こ
ど
も
診
療

所
・
温
泉
療
養
担
当
）（
保
険
健
康
課
参
事
）坂
本
信
江
▽

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
長（
人
権
・
同
和
対
策
課

長
）
阿
南
秀
則
▽
社
会
福
祉
課
長（
福
祉
事
務
所
長
）
兼

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長（
社
会
福
祉
課
長

（
福
祉
事
務
所
長
））志
賀
郁
夫
▽
高
齢
者
福
祉
課
長（
久

住
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
会
計
課
久
住
分
室
長（
併
）生

涯
学
習
課
付
課
長（
併
）久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次

長（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長
）
後
藤
聡
▽
農

政
課
長（
上
下
水
道
課
長
）吉
良
栄
三
▽
農
政
課
畜
産
振

興
室
長（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
会
計
課
直
入
分

室
長
兼
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
館
長（
併
）生
涯

学
習
課
付
課
長（
併
）直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長

（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
長
）
安
達
敬
一
▽
農

林
整
備
課
長（
建
設
課
長
補
佐
兼
道
路
河
川
係
長
）堀
徳

広
▽
建
設
課
長（
農
林
整
備
課
長
）今
澤
盛
治
▽
建
設
課

参
事
兼
建
築
係
長
事
務
取
扱（
建
設
課
長
補
佐
兼
建
築

係
長
）河
野
貴
憲
▽
建
設
課
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道

路
推
進
対
策
室
長（
上
下
水
道
課
参
事
）衛
藤
洋
一
▽
上

下
水
道
課
長（
荻
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
会
計
課
荻
分

室
長（
併
）生
涯
学
習
課
付
課
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会

荻
支
局
長
）赤
木
宏
幸
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長（
建

設
課
長
）志
賀
清
隆
▽
会
計
課
契
約
検
査
室
長（
建
設
課

玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道
路
推
進
対
策
室
長
）清
水
禎

治
▽
荻
支
所
長（
高
齢
者
福
祉
課
長
）岩
本
郁
▽
荻
支
所

地
域
振
興
課
長
兼
会
計
課
荻
分
室
長（
併
）生
涯
学
習
課

付
課
長（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
長（
市
民
課
参

事
兼
環
境
衛
生
係
長
）
深
田
徹
▽
久
住
支
所
地
域
振
興

課
長
兼
会
計
課
久
住
分
室
長（
併
）生
涯
学
習
課
付
課
長

（
併
）久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
付
場
長（
併
）選
挙
管

理
委
員
会
久
住
支
局
長（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯

学
習
係
長
兼
中
央
公
民
館
次
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館

次
長
）
足
立
達
哉
▽
直
入
支
所
長（
農
政
課
長
）
後
藤
芳

彦
▽
直
入
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
会
計
課
直
入
分
室

長
兼
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
館
長（
併
）生
涯
学

習
課
付
課
長（
併
）直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
付
場
長

（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
長（
社
会
福
祉
課
長

補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長
）
熊
谷
芳
浩
▽
教
育
総
務
課

長
兼
図
書
館
長（
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼

佐
藤
義
美
記
念
館
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
所

長
）工
藤
哲
郎
▽
教
育
総
務
課
参
事（
教
育
総
務
課
参
事

兼
総
務
係
長
）
菊
池
享
子
▽
県
教
委（
学
校
教
育
課
長
）

安
東
大
暁
▽
学
校
教
育
課
長（
県
教
委
）渡
邊
早
苗
▽
生

涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館

長
兼
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長（
文
化
政
策
課

長
兼
総
合
文
化
ホ
ー
ル
館
長
）
山
口
誠
▽
ま
ち
づ
く
り

文
化
財
課
長
兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
歴
史
資

料
館
長（
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
長
）渡
辺
一
宏
▽
竹
田
中
央

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長（
建
設
課
参

事
兼
庶
務
係
長
）堀
勇
進
▽
議
会
事
務
局
長（
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長（
併
）
監
査
事
務
局
長
）
柴
尾
浩
昭
▽

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長（
併
）
監
査
事
務
局
長（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長（
併
）
監
査
事
務
局
次
長
）

工
藤
直
樹
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長（
農
政
課
長
補
佐

兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長
）坂
本
大
蔵

■ 

課
長
補
佐

▽
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
総
合
政
策
室
長
（
議
会
事
務

局
次
長
兼
議
事
係
長
）
野
仲
芳
尊
▽
企
画
情
報
課
長
補

佐
兼
ま
ち
未
来
創
造
室
長
（
企
画
情
報
課
主
幹
兼
Ｔ
Ｏ

Ｐ
戦
略
推
進
室
長
）
本
田
広
行
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
課

税
係
長
（
企
画
情
報
課
長
補
佐
）
佐
藤
禄
恵
▽
税
務
課

長
補
佐
兼
資
産
係
長
（
財
政
課
長
補
佐
兼
市
有
財
産
経

営
管
理
室
長
）
佐
藤
俊
郎
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
特
別
収

納
推
進
室
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農
地
係
長

兼
管
理
係
長
）
氏
田
哲
生
▽
社
会
福
祉
課
長
補
佐
（
生

活
保
護
担
当
）（
総
務
課
長
補
佐
（
防
災
担
当
）
）
阿
南
裕

彦
▽
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
次
長
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
（
生
活
保
護
担

当
）
）
後
藤
い
ず
み
▽
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
竹
田
保

育
所
長
（
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
）
工
藤
京
子
▽
高

齢
者
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
者
支
援
係
長
（
高
齢
者
福

祉
課
主
幹
兼
高
齢
者
支
援
係
長
）
後
藤
眞
紀
▽
農
政
課

長
補
佐
（
農
業
振
興
担
当
）（
農
政
課
長
補
佐
兼
農
業
振

興
係
長
）
小
島
崇
▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
長
補
佐
（
農

政
課
畜
産
振
興
室
主
幹
）
佐
藤
正
見
▽
農
林
整
備
課
長

補
佐
兼
大
野
川
上
流
推
進
室
長
（
兼
）
大
野
川
上
流
地

域
維
持
管
理
協
議
会
事
務
従
事
（
農
林
整
備
課
主
幹
兼

大
野
川
上
流
推
進
室
長
（
兼
）
大
野
川
上
流
地
域
維
持

管
理
協
議
会
事
務
従
事
）
井
上
清
志
▽
農
林
整
備
課
長

補
佐
兼
農
村
計
画
係
長
（
農
林
整
備
課
長
補
佐
（
農
村

計
画
担
当
）
）
後
藤
靖
文
▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
（
地
籍

調
査
担
当
）（
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長
）

後
藤
将
道
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
長

（
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
長
補
佐
兼
都
市
デ
ザ
イ
ン
係
長
）

武
内
公
司
▽
建
設
課
長
補
佐
（
都
市
デ
ザ
イ
ン
担
当
）

（
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
長
補
佐
）
原
田
寿
▽
上
下
水
道
課

長
補
佐
兼
工
務
係
長
（
上
下
水
道
課
主
幹
兼
工
務
係

長
）
大
塚
幸
治
▽
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
（
税
務

課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
）
峯
田
佳
子
▽
久
住
支
所
地
域

振
興
課
長
補
佐
兼
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
長
補

佐
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙

管
理
委
員
会
久
住
支
局
次
長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰

推
進
担
当
）（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
人
権
・

同
和
対
策
課
長
補
佐
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担

当
）（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙

管
理
委
員
会
久
住
支
局
次
長
）
若
杉
浩
司
▽
直
入
支
所

地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
兼
人
権
・
部
落
差
別

解
消
推
進
課
長
補
佐
（
併
）
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理

場
次
長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
次
長
（
企
画

情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担
当
）（
直
入
支
所
地
域
振
興

課
長
補
佐
（
市
民
担
当
）
兼
人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐

（
併
）
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
（
併
）
選
挙
管

理
委
員
会
直
入
支
局
次
長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰
推

進
担
当
）
）
大
濱
寿
賀
子
▽
南
部
幼
稚
園
主
幹
教
諭
（
直

入
幼
稚
園
主
幹
教
諭
）
熊
谷
恵
津
子
▽
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
兼
管
理
係
長
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
長
）
甲
斐
正
寿

■ 

係　

長

▽
総
務
課
主
幹
兼
行
政
係
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
係

長
（
税
務
課
主
幹
兼
特
別
収
納
推
進
室
長
）
後
藤
和
司

▽
総
務
課
主
幹
兼
秘
書
広
報
係
長
（
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド

推
進
室
係
長
）
佐
田
圭
司
▽
総
務
課
職
員
係
長
（
高
齢

者
福
祉
課
）
工
藤
渡
▽
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室
係

長
（
農
政
課
）
野
仲
康
弘
▽
企
画
情
報
課
ま
ち
未
来
創

造
室
係
長
（
企
画
情
報
課
）
髙
橋
英
明
▽
企
画
情
報
課

情
報
化
推
進
室
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

係
長
（
市
民
課
）
井
上
久
憲
▽
総
合
文
化
ホ
ー
ル
主
幹

（
生
涯
学
習
課
久
住
教
育
係
長
）
江
渡
孝
行
▽
総
合
文

化
ホ
ー
ル
係
長
（
文
化
政
策
課
）
関
口
恵
介
▽
財
政
課

市
有
財
産
経
営
管
理
室
係
長
（
財
政
課
）
児
玉
貴
生
▽

市
民
課
環
境
衛
生
係
長
（
農
林
整
備
課
）
佐
藤
淳
一
▽

保
険
健
康
課
主
幹
兼
健
康
増
進
係
長
（
久
住
支
所
地
域

振
興
課
主
幹
兼
市
民
係
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長
）
工
藤
美
紀
▽
保
険
健
康
課
主
幹
兼
主
任

管
理
栄
養
士
（
保
険
健
康
課
主
幹
兼
健
康
増
進
係
長
）

堀
田
貴
子
▽
保
険
健
康
課
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
こ
ど

も
診
療
所
管
理
係
長
（
消
防
本
部
庶
務
係
長
兼
経
理
係

長
）
大
久
保
正
光
▽
保
険
健
康
課
主
幹
兼
国
保
・
高
齢

者
医
療
係
長
（
保
険
健
康
課
管
理
係
長
兼
こ
ど
も
診

療
所
管
理
係
長
）
後
藤
英
樹
▽
人
権
・
部
落
差
別
解
消
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推
進
課
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
係
長
（
社
会
福
祉

課
）
渡
邊
真
由
美
▽
社
会
福
祉
課
主
幹
兼
生
活
保
護
係

長
（
社
会
福
祉
課
生
活
保
護
係
長
）
加
藤
光
寿
▽
社
会

福
祉
課
主
幹
兼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主

任
保
健
師
（
保
険
健
康
課
）
伊
藤
さ
お
り
▽
竹
田
保
育

所
主
幹
保
育
士
（
竹
田
保
育
所
）
宮
本
好
子
▽
竹
田
保

育
所
主
幹
保
育
士
（
竹
田
保
育
所
）
戸
井
田
清
美
▽
白

丹
保
育
所
主
幹
保
育
士
（
白
丹
保
育
所
）
福
澤
知
子
▽

農
政
課
農
業
振
興
係
長
（
農
政
課
）
井
出
剛
▽
農
政
課

ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
長
（
係
長
級
）（
久
住
支
所
地
域
振
興

課
）
川
越
俊
一
▽
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
係
長
（
商

工
観
光
課
）
丸
小
野
真
紀
▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
係

長
（
企
画
情
報
課
）
足
達
満
▽
農
林
整
備
課
主
幹
兼
基

盤
整
備
係
長
（
農
林
整
備
課
農
村
計
画
係
長
）
渡
辺
長

武
▽
農
林
整
備
課
主
幹
兼
地
籍
調
査
係
長
（
上
下
水
道

課
主
幹
兼
庶
務
係
長
）
後
藤
誠
郎
▽
建
設
課
庶
務
係

長
（
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
）
森
敦
史
▽
建
設
課
主
幹
兼
道

路
管
理
係
長
（
税
務
課
主
幹
兼
資
産
係
長
）
加
藤
剛
▽

建
設
課
主
幹
兼
道
路
河
川
係
長
（
農
林
整
備
課
基
盤
整

備
係
長
）
吉
野
謙
吾
▽
上
下
水
道
課
主
幹
兼
庶
務
係
長

（
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係
長
）
馬
場
勇
二
▽
上
下
水

道
課
主
幹
兼
生
活
排
水
係
長
（
上
下
水
道
課
主
幹
）
吉

野
忠
道
▽
上
下
水
道
課
主
幹
（
生
活
排
水
担
当
）（
農

林
整
備
課
主
幹
）
齋
藤
誠
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
主

幹
（
市
民
担
当
）
兼
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
係

長
（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
次
長
（
企
画
情
報
課

農
村
回
帰
推
進
担
当
）（
荻
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼

市
民
係
長
兼
人
権
・
同
和
対
策
課
係
長
（
併
）
選
挙
管
理

委
員
会
荻
支
局
次
長
（
企
画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進
担

当
）
）
小
出
紀
美
子
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係
長

（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
）
荒
井
孝
廣
▽
久
住
支
所
地

域
振
興
課
主
幹
兼
市
民
係
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共

同
調
理
場
次
長
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼
市
民

係
長
（
併
）
生
涯
学
習
課
直
入
教
育
係
長
（
併
）
直
入
学

校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
）
橋
本
一
彦
▽
久
住
支
所
地

域
振
興
課
主
幹
兼
産
業
建
設
係
長
（
併
）
久
住
学
校
給

食
共
同
調
理
場
次
長
（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
産
業
建

設
係
長
（
併
）
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
）
中
村

祐
二
▽
教
育
総
務
課
総
務
係
長
（
教
育
総
務
課
）
中
村

美
智
子
▽
直
入
幼
稚
園
主
幹
教
諭
（
南
部
幼
稚
園
）
大

久
保
貴
代
美
▽
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
兼
中
央

公
民
館
係
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
係
長
（
市
民
課
）
佐

藤
正
子
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

（
保
険
健
康
課
主
幹
兼
国
保
・
高
齢
者
医
療
係
長
）
赤
木

康
造
▽
ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課
ま
ち
づ
く
り
文
化
財

係
長
（
文
化
財
課
）
櫟
浦
幸
徳
▽
ま
ち
づ
く
り
文
化
財

課
係
長
（
文
化
財
課
）
真
田
博
幸
▽
竹
田
中
央
学
校
給

食
共
同
調
理
場
管
理
係
長
（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同

調
理
場
）
古
澤
邦
利
▽
議
会
事
務
局
議
事
係
長
（
議
会

事
務
局
）
久
保
芳
久
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
工
藤
裕
崇

■ 

一　

般

▽
企
画
情
報
課
（
文
化
政
策
課
）
中
島
亜
紀
子
、（
文
化

政
策
課
）
舞
希
、（
市
民
課
）
佐
田
達
也
、（
市
民
課
）
山

崎
竜
介
、（
生
涯
学
習
課
）
波
多
野
瑞
恵
▽
財
政
課
（
会

計
課
契
約
検
査
室
）
足
達
崇
徳
、（
荻
支
所
地
域
振
興

課
）
大
津
真
▽
税
務
課
（
財
政
課
）
林
宏
美
、（
社
会
福

祉
課
）
工
藤
大
夢
、（
高
齢
者
福
祉
課
）
佐
藤
諒
、（
直
入

地
域
振
興
課
）
竹
下
有
香
▽
市
民
課
（
税
務
課
）
高
瀬
剛

志
、（
保
険
健
康
課
）
赤
峰
佐
知
子
、（
保
険
健
康
課
（
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）
）
柚
木
玲
奈
▽
保
険

健
康
課
（
企
画
情
報
課
）
宮
原
亨
、（
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
）（
税
務
課
）
吉
村
優
香
▽
社
会
福
祉
課

（
税
務
課
）
加
来
明
日
香
、（
保
険
健
康
課
）
中
里
裕
美

▽
高
齢
者
福
祉
課
（
市
民
課
）
後
藤
寿
子
▽
農
政
課
（
税

務
課
）
園
田
友
樹
▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
（
上
下
水
道

課
）
衛
藤
勝
幸
▽
農
林
整
備
課
（
建
設
課
）
大
森
康
司
、

（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
）
菊
地
謙
一
▽
建
設
課
（
都
市

デ
ザ
イ
ン
課
）
一
森
裕
次
▽
上
下
水
道
課
（
荻
支
所
地

域
振
興
課
）
伊
藤
慎
弥
▽
会
計
課
契
約
検
査
室
（
総
務

課
）
渕
憲
治
▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課
（
保
険
健
康
課
）

内
柳
知
恵
美
、（
農
政
課
）
岩
本
哲
尚
▽
直
入
支
所
地

域
振
興
課
（
総
務
課
）
小
代
一
成
、（
保
険
健
康
課
）
馬

見
塚
量
子
▽
議
会
事
務
局
（
農
政
課
畜
産
振
興
室
）
内

柳
雅
浩

■ 

指
導
主
事

▽
県
教
委
（
学
校
教
育
課
）
渡
邊
幸
美
▽
学
校
教
育
課

（
県
教
委
）
猪
股
良
継

■ 

平
成
31
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
菊
池
博
文
（
市
民
課
長
）
▽
吉
野
憲
之
（
保
険
健
康
課

長
）
▽
和
田
雪
子
（
人
権
・
同
和
対
策
課
参
事
）
▽
佐
藤

美
紀
（
社
会
福
祉
課
参
事
兼
竹
田
保
育
所
長
）
▽
甲
斐

香
代
子
（
高
齢
者
福
祉
課
参
事
）
▽
姫
野
修
次
（
会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長
）
▽
上
田
哲
士
（
会
計
課
参
事
）
▽
工

藤
両
一
（
会
計
課
契
約
検
査
室
長
）
▽
倉
原
邦
夫
（
荻
支

所
長
）
▽
秦
博
典
（
直
入
支
所
長
）
▽
佐
伯
治
（
文
化
財

課
長
）
▽
大
谷
恭
一
（
竹
田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理

場
長
）
▽
後
藤
新
一
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
小
大
塚
実

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽
堀
留
里
子
（
竹
田
保
育
所

主
幹
保
育
士
）
▽
馬
場
友
子
（
南
部
幼
稚
園
主
幹
幼
稚

園
教
諭
）
▽
工
藤
正
蔵
（
農
政
課
畜
産
振
興
室
長
補
佐
）

▽
佐
藤
光
裕
（
農
林
整
備
課
）
▽
柿
沼
尚
子
（
保
険
健
康

課
）

■ 

平
成
31
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
佐
田
直
人
（
市
民
課
）
▽
西
森
陽
菜
（
保
険
健
康
課
）

▽
竹
又
仁
美
（
保
険
健
康
課
）
▽
和
田
裕
子
（
保
険
健
康

課
）
▽
原
田
空
（
社
会
福
祉
課
）
▽
松
田
吉
正
（
竹
田
保

育
所
）
▽
小
島
希
実
（
高
齢
者
福
祉
課
）
▽
児
玉
淳
（
高

齢
者
福
祉
課
）
▽
重
石
和
紀
（
農
政
課
）
▽
和
田
昌
弘

（
農
林
整
備
課
）
▽
桑
島
大
輔
（
商
工
観
光
課
）
▽
塩
飽

壮
平
（
建
設
課
）
▽
久
良
伊
武
希
（
荻
支
所
地
域
振
興

課
）
▽
白
岩
椋
（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
）
▽
中
司
富
香

（
南
部
幼
稚
園
）
▽
佐
藤
楓
（
直
入
幼
稚
園
）
▽
白
石
翔

（
生
涯
学
習
課
）

  

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
平
成
31
年
４
月
１
日
付　

（　

）
内
は
旧
役
職
】

■ 

消
防
本
部
・
係
長

▽
市
長
部
局
出
向
・
消
防
司
令
補
（
庶
務
課
庶
務
係
長

兼
経
理
係
長
）
大
久
保
正
光
▽
庶
務
課
庶
務
係
長
兼
経

理
係
長
・
消
防
司
令
補
（
消
防
署
通
信
係
長
）
井
野
隆
一

■ 

消
防
本
部
・
一
般

▽
警
防
課
予
防
係
・
消
防
士
長
（
本
署
救
助
係
）
廣
岡
幸

三
▽
警
防
課
危
険
物
係
・
消
防
副
士
長
（
本
署
救
助
係
）

吉
野
智
博

■ 

消
防
署
・
係
長

▽
救
助
・
通
信
係
長
兼
当
直
長
・
消
防
司
令
補
（
救
助
係

長
兼
当
直
長
）
岩
屋
英
明
▽
救
急
係
長
兼
当
直
長
・
消

防
司
令
補
（
消
防
署
救
急
リ
ー
ダ
ー
）
松
尾
直
哉
▽
久

住
分
署
消
防
係
長
兼
当
直
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住
分

署
消
防
・
救
急
係
長
兼
当
直
長
）
畑
山
宗
徳
▽
久
住
分

署
救
急
係
長
兼
当
直
長
・
消
防
司
令
補
（
消
防
署
救
急

係
長
兼
当
直
長
）
後
藤
章
八
▽
久
住
分
署
調
査
係
長
兼

当
直
長
・
消
防
司
令
補
（
消
防
署
救
助
リ
ー
ダ
ー
）
長
野

幸
男

■ 

消
防
署
・
一
般

▽
消
防
署
救
助
係
・
消
防
司
令
補
（
消
防
本
部
警
防
課

危
険
物
係
）
内
川
大
地
▽
消
防
署
救
助
係
・
消
防
副
士

長
（
消
防
本
部
警
防
課
予
防
係
）
川
口
遼
▽
消
防
署
通

信
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
）
姫
野
孝
彰
▽
消
防
署

救
急
係
・
消
防
士
長
（
久
住
分
署
）
井
淳
一
郎
▽
消
防
署

救
急
係
・
消
防
士
長
（
久
住
分
署
）
足
立
圭
太
▽
消
防
署

救
急
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
）
後
藤
健
介
▽
消
防

署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
）
阿
南
健
二
▽
久

住
分
署
・
任
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署
）
大
塚
省
吾
▽
久

住
分
署
・
消
防
副
士
長
（
消
防
署
救
急
係
）
堀
真
介
▽
久

住
分
署
・
消
防
副
士
長
（
消
防
署
救
助
係
）
倉
野
逸
人
▽

久
住
分
署
・
任
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
）
狩
生
俊
朗
▽

久
住
分
署
・
消
防
士
（
消
防
署
救
急
係
）
本
田
竜
清

■ 

平
成
31
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
佐
藤
大
夢
（
消
防
本
部
庶
務
課
付
・
任
消
防
士
）
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監  

査  

公  

表
竹
田
市
監
査
委
員
　

　
　
児
　
玉
　
淳
　
一

　
　
阿
　
部
　
雅
　
彦

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
30
年
11
月
か
ら
平
成
31
年
２

月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
、
教

育
委
員
会
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
議
会
事

務
局
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
の
定

期
監
査
並
び
に
、
竹
田
市
森
林
組
合
の
財

政
援
助
団
体
等
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ
い
て
は

事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日
は
証
書
類

及
び
そ
の
他
関
係
書
類
等
の
審
査
を
行
い
、

処
理
に
つ
い
て
修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改

善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

 

市
長
部
局

■
社
会
福
祉
課

障
が
い
者
及
び
生
活
困
窮
者
に
対
す
る

相
談
・
就
労
支
援
等
を
行
い
、
自
立
支
援
の

強
化
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
新
た
な
組
織

を
活
用
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を

確
立
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
高
齢
者
福
祉
課

第
７
期
老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
を
受
け
、
自
立
支
援
と
介
護

予
防
に
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
市
民
課

多
様
化
す
る
市
民
生
活
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
、
利
用

し
や
す
い
窓
口
対
応
を
目
指
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
一
層
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

新
電
力
参
入
事
業
に
つ
い
て
は
「
来
年

９
月
を
目
途
に
自
立
の
判
断
」
と
し
て
い

る
が
、
充
分
な
経
営
判
断
の
も
と
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
税
務
課

税
の
徴
収
強
化
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
特
別
収
納
推
進
室
」
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
収
納
率
の
向
上
が
年
々
図
ら
れ
て

い
る
。
引
き
続
き
適
正
な
税
務
事
務
の
執

行
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
契
約
検
査
室

公
共
工
事
の
適
切
な
執
行
と
品
質
の
確

保
並
び
に
物
品
や
業
務
委
託
の
入
札
事
務

の
適
正
化
に
更
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
企
画
情
報
課

ふ
る
さ
と
納
税
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

企
業
誘
致
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
人

材
を
確
保
し
な
が
ら
継
続
的
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

過
疎
化
や
高
齢
化
の
た
め
に
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
が
著
し
い
状
況
か
ら
、

地
域
づ
く
り
の
活
動
支
援
な
ど
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
文
化
政
策
課

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
（
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
）が
開
館
さ
れ
、
順
調
な
運
営
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
広
く
市
民

が
活
用
で
き
る
文
化
ホ
ー
ル
を
目
指
し
て
、

市
民
が
よ
り
主
体
的
に
管
理
運
営
に
取
り

組
め
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

■
保
険
健
康
課

健
康
づ
く
り
組
織
の
育
成
と
活
動
の
推

進
並
び
に
予
防
活
動
の
充
実
を
図
り
、
健

康
増
進
事
業
の
更
な
る
取
り
組
み
を
要
望

す
る
。

こ
ど
も
診
療
所
の
新
築
移
転
を
迎
え
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
に
密
着

し
た
小
児
医
療
体
制
の
安
定
的
な
運
営
に

全
力
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
消
防
本
部

職
員
・
団
員
の
教
育
研
修
の
推
進
を
図

り
、
消
防
行
政
の
高
度
化
に
更
に
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

消
防
団
員
確
保
に
つ
い
て
は
、
多
様
な

機
会
を
活
用
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組

み
、
消
防
力
の
充
実
強
化
を
一
層
図
ら
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

地
域
経
済
が
厳
し
い
環
境
の
中
、
商
工
・

観
光
振
興
の
更
な
る
取
り
組
み
を
要
望
す

る
。指

定
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
常
に
事

業
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
成
果
を
充

分
検
証
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
総
務
課

指
定
管
理
業
務
の
総
合
的
調
整
に
一
層

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

第
３
次
竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
の
最

終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
着
実
に
実

行
す
る
た
め
、
全
庁
体
制
で
推
進
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

 

教
育
委
員
会

■
学
校
教
育
課

い
じ
め
問
題
を
見
逃
さ
な
い
積
極
的
な

認
知
に
、
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

「
竹
田
市
教
育
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動
」
の

目
標
に
向
け
、
地
域
や
学
校
と
連
携
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
、
学
力
、
体

力
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
一
層
強
化

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
教
育
総
務
課

国
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
快
適

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
育
施
設
の
環
境

整
備
に
一
層
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

竹
田
市
学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
を

基
に
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
に

一
層
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
文
化
財
課

岡
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
の
修

復
に
つ
い
て
は
、
景
観
等
に
充
分
配
慮
し

た
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

■
歴
史
資
料
館

歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）
の
管

理
運
営
計
画
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
具
体

化
に
取
り
組
み
、
万
全
な
体
制
で
運
営
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
生
涯
学
習
課

指
定
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
常
に
事

業
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
成
果
を
充

分
検
証
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

今
後
の
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
た
学
習
や
活

動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
の
運
営
を
補
助
す
る
事
務

局
と
し
て
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
よ
る
竹
田
市
の
農
地
利
用
の

最
適
化
に
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

 

議
会
事
務
局

市
民
と
協
働
の
政
策
実
現
の
た
め
に
、

議
会
活
動
の
一
層
の
広
報
に
努
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
議
会
へ
多
く
の
市
民
が
傍
聴

に
来
ら
れ
る
よ
う
更
な
る
取
り
組
み
を
要

望
す
る
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
と
し
て
、
各

種
選
挙
を
控
え
事
前
準
備
並
び
に
市
民
に

対
す
る
啓
発
活
動
に
一
層
努
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
引
き
続
き

適
正
か
つ
公
正
に
公
務
執
行
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

 

財
政
援
助
団
体
等

■
竹
田
市
森
林
組
合

森
林
や
竹
林
の
環
境
改
善
整
備
の
た
め

に
、
本
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
県
並
び
に

竹
田
市
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
森
林
環

境
譲
与
税
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
及
び
森
林
・

林
業
の
持
つ
機
能
を
余
す
こ
と
な
く
有
効

活
用
す
る
よ
う
一
層
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
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５月の講演会とおはなし会 （主催：新竹田市立図書館を考える会）

「ほとほと  歳時記ものがたり」
髙樹  のぶ子　毎日新聞出版

一
般
の
本

子
ど
も
の
本

忘れられない愛おしい季節、懐かしい
人々とのいまひとたびの邂逅。「翡翠」

「笹まつり」など、歳時記の季語をタイト
ルに、人生の四季を切なくあざやかに描
いた全24編を収録。毎日新聞西部版に
２年間連載されたものが単行本化され
ました。

「ねえねえはかせ、月のうさぎは何さいなの？」
寺田  健太郎 作／乾  摩耶子 絵　大阪大学出版会

科学者のエネルギー源はわくわく感！
科学は楽しいけれどむずかしい！？みん
なにその「おもしろさ」を伝えるために、
けんたろうはかせが絵本を作ったんだ
って。さて、月のうさぎの年れいを、科学
者はどうやって調べるのでしょう？けん
たろうはかせと小学４年生のゆりちゃん
とのやりとりでとてもわかりやすく紹介
してくれる一冊です。

【一般の本】
・ノースライト[新潮社] 横山　秀夫

・かわたれどき（「まんまこと」シリーズ７）［文藝春秋］

 畠中　恵

・趣味で腹いっぱい［河出書房新社］ 山崎　ナオコーラ

・横道世之介 続［中央公論新社］ 吉田　修一

・あちらにいる鬼［朝日新聞出版］ 井上　荒野

・ぼくはきっとやさしい［河出書房新社］ 町屋　良平

・湯けむり行脚 池内紀の温泉全書［山川出版社］

 池内　紀

・私は私のままで生きることにした［ワニブックス］

 キム　スヒョン 著／吉川　南 訳

・いつも歌があった［ヤマハミュージックメディア］

 南　こうせつ

・厨房から台所へ［ダイヤモンド社］ タサン　志麻

・医者が考案した「長生きみそ汁」［アスコム］

 小林　弘幸

・草花で素敵に彩る 小さな庭のつくり方［永岡書店］

 戸倉　多未子 監修

【子どもの本】
・十年屋２ あなたに時をあげましょう［静山社］

 廣嶋　玲子 作／佐竹　美保 絵

・言葉屋６ 裏方たちとおもてなし［朝日学生新聞社］

 久米　絵美里 著／もとやま　まさこ 絵

・ピッピ 南の島へ［岩波書店］

 アストリッド・リンドグレーン 作

 イングリッド・ヴァン・ニイマン 絵／菱木　晃子 訳

・こわ～い!?わる～い!?おばけ虫［ポプラ社］

 むらい　かよ

・都会のトム＆ソーヤ（16）スパイシティ［講談社］

 はやみね　かおる 著／にし　けいこ 画

・はるのくさばなあそび（しんぜんにタッチ！）

　［ひさかたチャイルド］ 佐野　高太郎

・おいせまいりわんころう［ブロンズ新社］

 あおき　ひろえ 著／長谷川　義史 絵

・おにぎりに はいりたいやつ よっといで［佼成出版社］

 岡田　よしたか

 他150冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊

図書館に行こう図書館に行こう

新刊のご案内新刊のご案内

春爛漫の季節を迎えました。これから新生活を始める

方や新入園、新入学で期待に胸を膨らませている皆さん

にエールを送ります。

春風のように、わくわくドキドキ、楽しさ嬉しさ満載

の気分♪新しいことを始めるのにもぴったりの季節♪さ

あ、何から始めましょう？まずは図書館に足を運んでみ

ませんか。

市には荻・久住・直入に３図書室があります。利用者カードをお持ちでしたら、ど

ちらの図書館でも利用できます。

平日は配送便で本が行き来しているので、本館で借りた本を各図書室で返したり、

本館の本を各図書室で借りたり…。

本のリクエストも受け付けていますので、お近くの図書室のカウンターでお尋ねく

ださい。インターネットでの本の検索や予約も可能です。インターネット予約には、

事前にパスワード登録が必要です。図書館のホームページより登録をお願いします。

なお、本館とは休館日や開館時間が違いますので、ご確認のうえご利用ください。

「詩人 アーサー・ビナードによる講演会・おはなし会」

・「この本をかくして」

　～アメリカ生まれの日本語詩人が記憶と言葉でこの国の

　これからを語ります～

　５月４日㈯　午後６時30分～８時30分　みんなのひろば

・こどもの日のおはなし会スペシャル

　「ちっちゃいこえ」

　～日本語と英語と昆虫語でのおはなし会～

　※新作かみしばいも演じます

　５月５日㈰　午前10時30分～11時30分　おはなしひろば

　問竹田市立図書館（担当・麻生）

4  月

今月の読み聞かせ 図書室のご案内

竹田市立図書館

　◎開館時間：午前10 時～午後６時／休館日：月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室

　◎開館時間：午前10 時～午後６時／休館日：土・日・祝日等

久住図書室・直入図書室

　◎開館時間：午前８時 30 分～午後５時／休館日：土・日・祝日等

※竹田市立図書館のゴールデンウィーク期間の休館日は

　４月29 日㈪・５月６日㈪です。

おはなしひろば

◎毎週火曜日　午前10 時 30 分～11時

　おはなしひろば

たけのこ文庫のおはなし会

◎４月13日㈯　午後３時～３時 30 分

　おはなしひろば

※おはなしルームは、今月はお休みです。

ま  ち

■竹田市立図書館  TEL & FAX 63-1048

■荻駅交流館図書室  TEL & FAX 68-2200

■久住図書室  TEL 76-0717  FAX 76-0724

■直入図書室  TEL 75-2211  FAX 75-2217

25 2019 年４月発行



市長コラム

〈第115回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。←第32回福祉優秀校・大分合

同新聞賞を受賞した竹田
南高等学校の（左から）秦
靖惠校長、石原海翔生徒会
長、後藤裕文教諭

チ
ャ
ン
ス
は
挑
戦
す
る
者
だ
け
に
訪
れ
る

竹
田
南
高
等
学
校
の
挑
戦
と
若
き
夫
婦
の
夢

豊
肥
地
区
で
唯
一
の
私
立
高
校
で
あ
る
竹
田
南

高
等
学
校
が
地
域
の
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。

ま
ず
は
、
先
般
、
大
分
合
同
新
聞
社
か
ら
第
32
回

福
祉
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

太
鼓
同
好
会
が
高
齢
者
施
設
や
病
院
を
訪
問
し
、

神
楽
同
好
会
は
地
域
に
伝
わ
る
神
楽
を
継
承
す
る

担
い
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
活
発
で
、
障
が
い
者
の
日
帰
り
旅
行
や

竹
楽
、
稲
葉
川
の
清
掃
な
ど
の
地
域
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
い

う
。竹

田
南
高
等
学
校
と
言
え
ば
、
2
年
前
に
創
設

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
伝
統
校
で
あ
る
。
し
か
し
、

理
事
長
で
あ
る
平
野
孝
光
さ
ん
は
、
私
立
で
あ
る

か
ら
こ
そ
挑
戦
で
き
る
世
界
を
意
識
し
て
革
新
の

道
を
率
い
て
き
た
。
弁
論
大
会
で
活
躍
し
て
い
る

向
井
優
奈
さ
ん
を
は
じ
め
、
新
聞
部
も
伝
統
的
に

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
評
価
を
受
け
て
き
た
。

そ
し
て
、
昨
年
か
ら
挑
戦
し
て
い
る
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
の
創
設
も
新
し
い
時
代
を
開
拓
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
昨
年
が
わ
ず
か

4
人
の
入
部
だ
っ
た
の
で
気
を
も
ん
で
い
た
が
、

今
年
は
理
事
長
や
先
生
方
、
監
督
、
そ
し
て
昨
年
入

部
し
た
メ
ン
バ
ー
が
後
輩
を
誘
っ
て
く
れ
た
り
で

一
挙
に
11
人
が
入
部
し
、
合
計
15
人
と
な
っ
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
れ
た
と
い
う
の
が
嬉
し
い
。

神
奈
川
県
と
大
阪
府
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
3
名
、
宮
崎

県
か
ら
2
名
、
福
岡
県
と
熊
本
県
か
ら
1
名
ず
つ
、

地
元
大
分
県
が
5
名
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

平
野
理
事
長
と
の
懇
談
で
、
と
て
も
素
晴
ら
し

い
目
標
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は
、「
サ
ッ

カ
ー
部
に
籍
を
置
く
生
徒
に
は
、
英
検
3
級
以
上

を
取
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
国
際
試
合

に
出
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
し
、

サ
ッ
カ
ー
と
の
縁
が
切
れ
て
も
、
人
生
に
お
い
て

世
界
を
視
野
に
活
躍
で
き
る
素
養
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
か
ら
で
す
。
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
づ
く

り
が
竹
田
南
高
等
学
校
の
建
学
の
精
神
で
も
あ
り

ま
す
か
ら
」
と
い
う
も
の
。

目
標
を
掲
げ
て
学
ぶ
仲
間
が
学
校
や
身
の
回
り

に
い
る
こ
と
で
、
学
校
の
空
気
感
が
変
わ
る
は
ず

だ
と
理
事
長
は
話
す
。

学
校
の
空
気
感
、
言
い
換
え
れ
ば
『
校
風
』
と
い

う
こ
と
か
。
そ
う
い
え
ば
、
高
校
の
入
学
式
、
卒
業

式
で
感
じ
る
緊
張
感
に
生
徒
た
ち
の
レ
ベ
ル
を
意

識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
っ
か
り
し
た
姿

勢
で
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。
瞳

は
輝
い
て
い
る
か
。
目
標
を
持
っ
た
若
者
が
多
く

い
る
場
所
ほ
ど
オ
ー
ラ
は
輝
い
て
い
る
も
の
だ
。

話
は
変
わ
る
が
、
友
人
の
末
娘
が
数
年
前
か
ら

家
を
建
て
た
い
と
話
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

昔
流
行
っ
た
小
坂
明
子
さ
ん
の
、「
も
し
も
私
が
家

を
建
て
た
な
ら
、
小
さ
な
家
を
建
て
た
で
し
ょ
う
」

の
よ
う
に
、
乙
女
の
夢
の
よ
う
な
空
想
を
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
と
て
も
理

想
的
な
土
地
が
見
つ
か
っ
た
ら
し
い
。
日
当
た
り

は
い
い
し
、
の
ど
か
で
広
い
。
そ
の
土
地
を
目
に

し
た
途
端
、
そ
の
娘
さ
ん
夫
婦
は
俄
然
生
ま
れ
変

わ
っ
た
よ
う
に
元
気
に
な
っ
て
、
麦
わ
ら
を
積
み

重
ね
た
よ
う
な
小
屋
を
ス
ケ
ッ
チ
し
始
め
た
と
い

う
。「
お
金
が
な
い
か
ら
基
礎
や
柱
は
友
人
の
大
工

さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
あ
と
は
自
分
た
ち
で
建
て
る
」

と
意
欲
満
々
だ
と
い
う
の
だ
。

漠
然
と
し
て
い
た
夢
が
近
づ
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
に
ち
が

い
な
い
。
だ
か
ら
、
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が
生
ま
れ

て
い
る
と
両
親
も
喜
ん
で
い
る
。

『
目
標
が
な
け
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
は
見
え
な
い　

ビ
ジ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
決
断
で
き
な
い
』
と
私
は

口
癖
の
よ
う
に
唱
え
て
き
た
が
、
竹
田
南
高
等
学

校
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
よ
う
に
、
こ
の
若
き
ご
夫
婦

の
よ
う
に
、
目
指
す
べ
き
目
標
を
し
っ
か
り
と
意

識
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
予
期
せ
ぬ
た
く
さ
ん

の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

新
し
い
春
。
チ
ャ
ン
ス
は
挑
戦
す
る
者
だ
け
に

訪
れ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
こ
う
。
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入
山
公
墓
の
修
復
が
完
了

く
じ
ゅ
う
連
山
の
大
船
山
の
中
腹
、

標
高
約
１
４
０
０
メ
ー
ト
ル
付
近
に

位
置
す
る
国
指
定
史
跡
「
岡
藩
主
中

川
家
墓
所
」。
こ
こ
に
眠
る
三
代
目

久
清（
１
６
１
５
～
１
６
８
１
年
）

は
隠
居
後
の
名
前
を
「
入
山
公
」
と

称
す
る
ほ
ど
、
大
船
山
を
愛
し
、
登

山
を
楽
し
ん
だ
大
名
で
し
た
。

建
立
か
ら
３
０
０
年
を
経
過
し
た

「
入
山
公
墓
」
は
、
石
灯
籠
や
参
道

の
石
段
の
一
部
が
崩
壊
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
市
教
育
委
員
会
で
は
平
成

27
年
度
、
５
人
の
専
門
家
か
ら
な
る

調
査
整
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
発

掘
調
査
と
保
存
整
備
に
着
手
。
作
業

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
資
材
を
運

ぶ
モ
ノ
レ
ー
ル
を
敷
き
、
墓
の
周
囲

の
石
垣
や
灯
籠
、
石
段
の
解
体
と
復

元
作
業
を
４
年
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

総
工
費
は
約
６
８
０
０
万
円（
う
ち

市
費
は
約
２
９
０
０
万
円
）。

墓
所
か
ら
大
船
山
や
岡
城
を
望
め

る
よ
う
樹
木
を
伐
採
し
、
新
た
に
説

明
板
や
登
山
道
２
か
所
に
案
内
板
を

設
置
す
る
な
ど
、
地
域
の
貴
重
な
文

化
財
の
魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
も

実
施
。
日
本
で
最
も
高
い
場
所
に
あ

る
お
殿
様
の
墓
所
へ
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
、
平
成
27
年
か
ら
運
行
を
始
め
た

「
大
船
山
観
光
登
山
バ
ス
」。
今
年
は

４
月
27
日
㈯
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま

す
。久

住
高
原
パ
ル
ク
ラ
ブ
か
ら
登
山

口（
池
窪
）ま
で
所
要
時
間
約
20
分
の

登
山
バ
ス
を
利
用
す
る
と
、
登
山
口

か
ら
入
山
公
墓
ま
で
約
30
分
、
大
船

山
山
頂
ま
で
約
２
時
間
で
登
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
パ
ル
ク
ラ
ブ
発
の
行

き
が
午
前
７
時
30
分
か
ら
１
時
間

お
き
に
３
便
、
登
山
口
発
の
帰
り
は

午
後
２
時
か
ら
同
様
に
３
便
。
乗
車

料
金
は
片
道
１
０
０
０
円
、
往
復
で

２
0
０
０
円
。
利
用
さ
れ
る
方
は
利

用
日
の
前
日
の
正
午
ま
で
に
竹
田
市

観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
久
住
支
部（
☎

０
９
７
４‒

76‒

１
６
１
０
）ま
で
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
観
光
登
山
バ
ス
を
利
用
し

て
、
く
じ
ゅ
う
連
山
南
側
の
魅
力
を

感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

登
山
時
の
疲
労
軽
減
や
時
間
短
縮

を
図
り
、
く
じ
ゅ
う
連
山
南
側
ル
ー

ト
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
お
う

大
船
山
観
光
登
山
バ
ス
を

27
日
か
ら
運
行
し
ま
す

一
部
の
国
や
民
族
、
あ
る
い
は
特
定

の
国
籍
の
外
国
人
を
排
斥
す
る
よ
う

な
、
人
種
差
別
的
な
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

（
憎
悪
表
現
）
が
社
会
的
な
問
題
と
し

て
注
目
さ
れ
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
大

き
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、「
死
ね
」

「
殺
せ
」
と
連
呼
す
る
も
の
や
「
日
本

か
ら
出
て
い
け
」
等
拡
声
器
で
連
呼
す

る
も
の
ま
で
あ
り
、
こ
う
し
た
街
宣
活

動
は
周
囲
や
関
係
者
に
不
安
感
や
嫌

悪
感
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
１
４（
平
成

26
）
年
12
月
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
違

法
性
を
認
め
る（
日
本
も
批
准
し
て
い

る
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
で
禁
じ
る

人
種
差
別
に
当
た
る
」
）
判
決
が
確
定

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
６（
平
成

28
）
年
６
月
に
「
本
邦
外
出
身
者
に
対

す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に

向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
）
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
川
崎
市

で
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
繰
り
返
す
団

体
等
の
デ
モ
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
豊
か
で
安
心
で
き
る
社
会
の
実
現

の
た
め
に
考
え
て
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
に
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　

☎
63-

４
８
１
７

ヘイトスピーチ
誰もが安心できる
社会の実現のため

こころちゃん

人
権

シリーズ　No.48
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入山公墓の修復が完了／人権シリーズ「ぬくもり」／誕生おめでとう

↑一部が崩壊していた参道の石
段も整備され、歩きやすくなり
ました

↑㊤整備後、㊦整備を行う前の入山公墓。墓を
囲む柵や石垣、石灯籠などが修復され、300
年前の姿に



郷
土
の
植
物

（360）

山
地
の
谷た

に

沿ぞ

い
の
落ら

く
よ
う葉

樹じ
ゅ
り
ん
な
い

林
内

に
生
育
す
る
高
さ
10
㌢
内
外
の

常
じ
ょ
う
り
ょ
く

緑
の
多
年
草
で
す
。
花
を
地
ぎ

わ
に
つ
け
て
咲
か
せ
ま
す
。
ま
た
地

上
に
は
茎く

き

は
な
く
数
個
の
葉よ

う
へ
い柄

が

根こ
ん
け
い茎

か
ら
直
接
立
ち
上
が
り
ま
す
。

長
い
葉
柄
の
あ
る
束そ

く
せ
い生
す
る

濃の
う
り
ょ
く

緑
の
葉
は
卵

ら
ん
じ
ょ
う状

楕だ

円え
ん
け
い形

で
表

面
は
白
い
雲う

ん

紋も
ん

が
地ち

ず
じ
ょ
う

図
状
に
あ
り

独ど
く
と
く特

で
す
。
長
さ
は
８
㌢
、
幅
が
７

㌢
ほ
ど
で
基き

ぶ部
は
心し

ん
け
い形

で
両り

ょ
う
そ
く
め
ん

側
面

が
耳

み
み
じ
ょ
う状
に
は
り
出
し
て
い
ま
す
。

春
の
頃
、
淡た

ん

紅こ
う

紫し
し
ょ
く色

ま
た
は
汚お

紫し
し
ょ
く色

の
花か

べ

ん弁
の
な
い
、
が
く
筒つ

つ

が

半は
ん
え
ん
け
い

円
形
と
な
り
、
が
く
筒
の
先
が

著
い
ち
じ
る

し
く
く
び
れ
て（
図
参
照
）
が
く

裂れ
つ

片へ
ん

は
３
個
に
分
か
れ
、
径
１･

５

㌢
ほ
ど
の
花
を
地
面
に
つ
け
て
咲

か
せ
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
が
、
姿

す
が
た

が
上

じ
ょ
う
ひ
ん品

で
や
さ
し
い
の

を
都

み
や
こ
び
と人

に
例た

と

え
、
カ
ン
ア
オ
イ
属ぞ

く

の

一
種
な
の
で
都

ミ
ヤ
コ

葵
ア
オ
イ

の
名
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

竹
田
で
は
ま
だ
未み

確か
く
に
ん認

で
す
が
、

く
じ
ゅ
う
山
系
で
隣り

ん
せ
つ接

す
る
由
布

市
側
で
観
察
さ
れ
ま
す
。
大
分
県

の
絶ぜ

つ
め
つ滅

危き

ぐ惧
種し

ゅ（
準

じ
ゅ
ん

）。
花
期
は
４

月
で
す
。

↑花の形

第169回

阿
孫
　
久
見

ミ
ヤ
コ
ア
オ
イ
（
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
） 
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